
産
業
革
命
以

来
、
科
学
技
術

の
進
歩
と
と
も

に
、
人
類
は
そ

の
副
産
物
と
し

て
の
ス
モ
ッ
グ

や
産
業
廃
液
な
ど
に
よ
る
健
康

被
害
と
戦
っ
て
き
た
。
ア
ス
ベ

ス
ト
や
フ
ロ
ン
ガ
ス
の
よ
う
に

使
用
を
や
め
る
戦
い
方
も
あ
っ

た
が
、
排
気
ガ
ス
や
廃
液
か
ら

有
害
物
質
を
除
去
す
る
事
例
の

よ
う
に
、
新
技
術
で
戦
う
こ
と

が
多
い
▼
今
、
地
球
温
暖
化
が

あ
ら
ゆ
る
分
野
に
悪
影
響
を
も

た
ら
し
、
そ
の
原
因
が
CO₂
の
排

出
増
加
で
あ
る
と
い
う
説
が
有

力
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
国
際
的

に
CO₂
排
出
制
限
を
設
け
よ
う
と

し
て
は
い
る
が
、
軌
道
に
乗
ら

な
い
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
、
排
出

量
の
売
買
が
で
き
る
と
い
う
抜

け
道
す
ら
あ
る
し
そ
も
そ
も
地

球
温
暖
化
は
な
い
と
主
張
す
る

指
導
者
も
い
る
▼
こ
の
問
題
に

対
し
、
人
類
は
き
っ
と
大
気
中

か
ら
CO₂
を
除
去
す
る
技
術
に
よ

り
解
決
す
る
の
だ
ろ
う
、
と
思

っ
て
い
た
と
こ
ろ
、
な
ん
と
北

川
進
博
士
が
CO₂
、
水
素
、
メ
タ

ン
ガ
ス
な
ど
を
選
択
的
に
吸
着

で
き
る
金
属
有
機
構
造
体
の
開

発
で
ノ
ー
ベ
ル
化
学
賞
を
受
賞

さ
れ
た
。
敬
服
す
る
。
ド
ラ
え

も
ん
の
世
界
の
よ
う
で
あ
る
が

一
刻
も
早
く
地
球
の
大
気
か
ら

余
分
な
CO₂
を
除
去
す
る
装
置
を

開
発
し
て
ほ
し
い
。    （
Ｋ
）

協会事務局 休務のお知らせ

２０２５年12月27日（土）～

２０２６年１月５日（月）

　年末年始につき、上記の期間、東京歯科保険医協会事務局を

休務とさせていただきます。あらかじめ、ご了承ください。

　なお、年内の最終業務は12月26日（金）です。また、新年の業

務は２０２６年１月６日（火）から開始となります。

※保険医年金の減口・脱退について、年内着金希望の場合は、

１２月５日（金）までに、協会へご連絡ください。

11
月
26
日
、
オ
ン
ラ
イ
ン
資

格
確
認
を
療
養
担
当
規
則
で
原

則
義
務
化
す
る
の
は
違
憲
だ
と

し
、
全
国
の
医
師
・
歯
科
医
師

ら
が
国
を
訴
え
た
裁
判
の
控
訴

審
が
行
わ
れ
た
。
第
１
回
口
頭

弁
論
と
な
っ
た
こ
の
日
、
東
京

高
等
裁
判
所
に
は
原
告
約
15
人

が
詰
め
か
け
、
70
人
ほ
ど
が
傍

聴
席
か
ら
見
守
っ
た
。

意
見
陳
述
に
立
っ
た
原
告
団

の
佐
藤
一
樹
氏
（
東
京
保
険
医

協
会
理
事
）
は
、
一
審
判
決
に

つ
い
て
、「
原
告
の
主
張
に
正

面
か
ら
向
き
合
っ
て
い
な
い
」

と
し
、改
め
て
オ
ン
資
義
務
化

の
違
法
性
を
訴
え
た
。

そ
の
後
に
行
わ
れ
た
説
明
会

で
は
、
原
告
側
の
弁
護
団
か
ら

控
訴
審
の
ポ
イ
ン
ト
が
説
明
さ

れ
た
。
詳
報
は
、
本
紙
２
０
２

６
年
１
月
号
に
掲
載
予
定
。

な
お
、
次
回
裁
判
期
日
は
26

年
２
月
25
日
に
決
ま
っ
た
。

提
訴
か
ら
ま
も
な
く
３
年

本
訴
訟
は
23
年
２
月
に
原
告

が
提
訴
し
、
一
審
の
原
告
団
は

計
１
千
415
人
と
な
っ
た
。
計
８

回
に
わ
た
る
口
頭
弁
論
の

末
、
翌
24
年
11
月
28
日
に
東
京

地
方
裁
判
所
で
原
告
棄
却
の
判

決
が
下
さ
れ
た
。
原
告
は
同
年

12
月
12
日
に
東
京
高
裁
に
控
訴

し
、
こ
れ
ま
で
に
控
訴
理
由
書

や
陳
述
書
を
提
出
し
、
こ
の
日

の
第
1
回
口
頭
弁
論
を
迎
え

た
。

12
月
１
日
、
健
康
保
険
証
の

有
効
期
限
が
終
了
し
た
。
国

は
、
多
く
の
反
対
意
見
に
向
き

合
う
こ
と
な
く
原
則
と
し
て
マ

イ
ナ
保
険
証
へ
移
行
す
る
方
針

を
崩
さ
な
い
ま
ま
、
こ
の
日
を

迎
え
た
。
転
居
な
ど
に
伴
う
資

格
情
報
変
更
の
反
映
が
遅
れ
る

こ
と
や
「
●
」
が
表
示
さ
れ
る

な
ど
の
ト
ラ
ブ
ル
は
相
変
わ
ら

ず
解
消
さ
れ
て
お
ら
ず
、
制
度

へ
の
不
安
は
払
拭
し
き
れ
て
い

な
い
。
口
腔
の
健
康
に
直
接
関

わ
る
問
題
だ
か
ら
こ
そ
、
安
心

し
て
利
用
で
き
る
環
境
が
不
可

欠
だ
。

マ
イ
ナ
保
険
証
を
持
っ
て
い

な
い
人
に
は
「
資
格
確
認
書
」

が
発
行
さ
れ
る
が
、
資
格
確
認

方
法
が
複
雑
化
す
る
ほ
か
、
オ

ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認
シ
ス
テ
ム

（
以
下
、
オ
ン
資
）未
導
入
の

医
療
機
関
を
受
診
す
る
患
者
は

「
資
格
情
報
の
お
知
ら
せ
」の

持
参
、ま
た
は
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
な
ど
で
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
画

面
を
表
示
す
る
こ
と
が
必
要
に

な
り
、
十
分
な
周
知
が
求
め
ら

れ
る
。

◆
資
格
確
認
書
（
Ｗ
Ｅ
Ｂ
）
や

オ
ン
資
未
導
入
医
療
機
関
受

診
時
の
対
応
も
課
題

ま
た
、
資
格
確
認
書
に
つ
い

て
は
、
健
康
保
険
組
合
な
ど

で
、
カ
ー
ド
型
で
は
な
く
ス
マ

ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
で
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
か
ら
資
格
確
認
書
の
情

報
を
入
手
・
表
示
す
る
Ｗ
Ｅ
Ｂ

型
の
資
格
確
認
書
が
発
行
さ
れ

る
患
者
も
存
在
す
る
。
こ
の
よ

う
に
、
12
月
以
降
の
運
用
は
様

変
わ
り
す
る
。
な
お
、
健
康
保

険
証
の
有
効
期
限
が
終
了
後
も

２
０
２
６
年
３
月
31
日
ま
で
は

引
き
続
き
使
用
で
き
る
こ
と
が

示
さ
れ
た
。詳
細
は
、８
面
を
ご

覧
い
た
だ
き
た
い
。
健
康
保
険

証
の
廃
止
は
、
か
な
り
大
き
な

制
度
変
更
で
あ
り
、
何
よ
り
も

国
民
の
理
解
と
安
心
な
し
に
ス

ム
ー
ズ
な
運
用
は
で
き
な
い
。

協
会
は
デ
ジ
タ
ル
化
を
否
定

し
て
は
い
な
い
が
、
口
腔
の
健

康
に
か
か
わ
る
問
題
で
あ
る
か

ら
こ
そ
、
混
乱
を
生
じ
さ
せ
な

い
仕
組
み
が
欠
か
せ
な
い
。

協
会
は
、
今
後
も
情
勢
を
注

視
し
つ
つ
、
問
題
が
起
き
た
場

合
に
は
、
直
ち
に
行
政
各
所
に

要
求
を
行
っ
て
い
く
。

健 康 保 険 証健 康 保 険 証
有効期限終了も有効期限終了も来年来年３３月末まで使用可能月末まで使用可能

12月2日以降原則 マイナ保険証か資格確認書で資格確認

「オン資訴訟」控訴審 始まる

原告棄却から１年

約１年の準備期間を経て、控訴審が始まった

次
々
と
届
く
署
名
の
意
見
欄

に
は
「
物
価
高
騰
に
点
数
が
追

い
つ
い
て
い
な
い
」「
テ
ナ
ン

ト
料
の
値
上
げ
で
本
当
に
苦
し

い
」
な
ど
、
悲
惨
な
現
状
が
訴

え
ら
れ
て
い
る
。

し
か
し
財
務
省
は
、
11
月
５

日
の
財
政
制
度
分
科
会
で
、
歯

科
は
「
過
去
一
貫
し
て
病
院
に

比
し
て
高
い
利
益
率
」
と
信
じ

が
た
い
指
摘
を
し
た
。
大
幅
な

診
療
報
酬
の
引
き
上
げ
を
確
実

に
行
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

状
況
だ
。

そ
こ
で
11
月
19
日
、
協
会
の

早
坂
美
都
会
長
と
森
元
主
税
理

事
が
署
名
を
携
え
関
係
国
会
議

員
に
緊
急
要
請
を
行
っ
た
。

◆
法
人
で
も
40
％
超
が
赤
字

今
の
厳
し
さ
は
異
常
事
態

早
坂
会
長
は
、
10
月
29
日
の

中
央
社
会
保
険
医
療
協
議
会

（
以
下
、
中
医
協
）
の
資
料
を

紹
介
し
、「
赤
字
の
病
院
は
58

・
９
％
を
占
め
て
い
る
が
、
赤

字
の
歯
科
診
療
所
も
41
・
４
％

も
あ
る
」
と
し
、「
中
医
協
の

資
料
は
法
人
の
み
を
取
り
上
げ

て
い
る
が
、
歯
科
の
約
75
％
は

個
人
立
で
、
法
人
よ
り
も
医
業

収
益
は
低
い
傾
向
が
あ
る
。
物

価
高
で
困
窮
す
る
歯
科
診
療
所

は
、
相
当
多
い
と
推
察
さ
れ

る
」
と
説
明
し
、
署
名
に
あ
る

意
見
欄
を
議
員
に
紹
介
し
て
歯

科
の
窮
状
を
伝
え
た
。

今
年
２
〜
３
月
に
行
っ
た
協

会
の
調
査
で
も
、
医
業
収
益

が
下
が
っ
た
と
回
答
し
た
会

員
が
50
％
強
を
占
め
、
う
ち

10
％
以
上
収
益
が
下
が
っ
た

と
回
答
し
た
会
員
が
44
％
を
占

め
て
い
る
。
早
坂
会
長
が
そ
の

内
容
を
意
見
交
換
し
た
国
会
議

員
に
丹
念
に
紹
介
し
、
さ
ら
に

「
診
療
報
酬
を
10
％
程
度
引
き

上
げ
な
け
れ
ば
、
問
題
は
解
決

し
な
い
」
と
、
大
幅
な
診
療
報

酬
の
引
き
上
げ
へ
の
理
解
を
求

め
た
。
す
る
と
国
会
議
員
か

ら
、「
厚
生
労
働
委
員
会
で

も
、
医
療
機
関
の
厳
し
さ
が
取

り
上
げ
ら
れ
て
い
る
」「
10
％

の
引
き
上
げ
が
必
要
で
は
な
い

か
と
の
意
見
も
委
員
の
中
か
ら

は
出
て
い
る
」
な
ど
の
返
答
が

あ
り
、
多
数
の
国
会
議
員
が
大

幅
引
き
上
げ
の
必
要
性
に
理
解

を
示
し
た
。

◆
10
％
引
き
上
げ
を
勝
ち
取
る

10
月
か
ら
11
月
に
か
け
て
、

診
療
報
酬
の
引
き
上
げ
を
求
め

る
集
会
が
開
催
さ
れ
、
多
数
の

国
会
議
員
が
参
加
し
た
。
協
会

は
、
全
国
の
協
会
と
共
に
多
く

の
国
会
議
員
に
対
し
て
要
請
を

行
い
、
診
療
報
酬
の
大
幅
引
き

上
げ
の
実
現
に
向
け
て
奔
走
し

て
い
る
。
引
き
続
き
、
協
会
の

諸
活
動
に
ご
理
解
と
ご
協
力
を

い
た
だ
き
た
い
。

「
大
幅
な
診
療
報
酬
引
き
上
げ
」

「
大
幅
な
診
療
報
酬
引
き
上
げ
」

早
坂
会
長
会
員
の
声
を
国
会
議
員
へ

実現必須

（写真左）井上信治議員（自民）

（写真中央）酒井なつみ議員（立憲）

（写真左）安藤たかお議員（自民）

【
11
月
19
日
に
要
請
し
た
国

会
議
員
】（
順
不
同
、*

印
は

秘
書
対
応
）

<

衆
議
院
議
員>

安
藤
た
か
お
議
員（
自
民
）

井
上
信
治
議
員（
自
民
）

酒
井
な
つ
み
議
員（
立
憲
）

柴
田
勝
之
議
員（
立
憲
）*

長
妻
昭
議
員（
立
憲
）*

<

参
議
院
議
員>

石
田
昌
宏
議
員（
自
民
）*

生
稲
晃
子
議
員（
自
民
）*

川
村
雄
大
議
員（
公
明
）*

田
村
ま
み
議
員（
国
民
）*

梅
村
み
ず
ほ
議
員（
参
政
）

次期改定へ
歯科保険制度の見直し本格化

３次元プリント有床義歯（３ＤＦＤ）
期中改定 12月１日から保険収載

２

３地区で会員地区懇談会を開催

２０２５年１２月 歯科用貴金属の
随時改定情報

３

経営・税務相談Ｑ＆Ａ
２０２５年の年末調整に
おける注意点② 完

４

News　View

【都内】
「歯科」受診は医科より多い

６

とげぬき地蔵尊髙岩寺でアピール ７

（ 1） 第６６９号 ２０２５年（令和７年）１２月１日東 京 歯 科 保 険 医 新 聞（毎月１回１日発行） （昭和55年８月５日第三種郵便物認可）

保険診療の請求事務、返戻・減点、指導、経営・税務、共済制度などについてのご相談はお気軽に協会まで。☎03（3205）2999　℻03（3209）9918
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〒169-0075
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購 読 料　年 6,000円

（会 員 の 購 読 料 は 会
費 に 含 ま れ て い ま す）



暫間的ダイレクトボンディングブリッジなど提出

２
０
２
６
年
度
診
療
報
酬
改

定
に
向
け
て
の
第
１
回
診
療
報

酬
調
査
専
門
組
織
・
医
療
技
術

評
価
分
科
会
が
11
月
20
日
に
開

催
さ
れ
、「
医
療
技
術
評
価
分

科
会
に
お
け
る
評
価
の
対
象
と

な
る
技
術
（
案
）」
が
提
案
さ

れ
た
。
対
象
技
術
は
26
年
1
月

開
催
予
定
の
同
分
科
会
で
取
り

ま
と
め
ら
れ
、
中
医
協
総
会
に

お
い
て
最
終
的
な
検
討
が
行
わ

れ
る
見
通
し
で
あ
る
。

歯
科
領
域
で
は
、
歯
科
用
暫

間
被
覆
冠
成
形
品
を
用
い
た
暫

間
的
ダ
イ
レ
ク
ト
ボ
ン
デ
ィ
ン

グ
ブ
リ
ッ
ジ
、
Ｃ
Ａ
Ｄ
／
Ｃ
Ａ

Ｍ
装
置
を
用
い
た
高
強
度
レ
ジ

ン
ブ
リ
ッ
ジ
、
お
よ
び
３
Ｄ
プ

リ
ン
テ
ィ
ン
グ
デ
ン
チ
ャ
ー
の

導
入
、
床
補
強
の
た
め
の
接
着

芯
、
後
継
永
久
歯
の
無
い
乳
臼

歯
へ
の
Ｃ
Ａ
Ｄ
／
Ｃ
Ａ
Ｍ
冠
な

ど
、
多
岐
に
わ
た
る
提
案
が
確

認
さ
れ
た
。

歯科領域の新規医療技術提案が確認

来年１月開催の医療技術評価分科会で最終検討へ

写真：「歯科用暫間被覆冠成形品を用いた暫間的ダイ
レクトボンディングブリッジ」一般社団法人日本接着歯
学会

室
設
置
型
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
支
援

設
計
・
製
造
ユ
ニ
ッ
ト
お
よ
び

液
槽
光
重
合
方
式
３
次
元
プ
リ

ン
ト
有
床
義
歯
製
作
装
置
を
用

い
て
、
作
業
模
型
で
間
接
法
に

３
次
元
プ
リ
ン
ト
有
床
義
歯
（
３
Ｄ
Ｆ
Ｄ
）

期
中
改
定 

12
月
１
日
か
ら
保
険
収
載

第
629
回
中
央
社
会
保
険
医
療

協
議
会
（
中
医
協
）
総
会
が
11

月
21
日
に
開
か
れ
、
次
期
診
療

報
酬
改
定
に
向
け
て
「
歯
科
医

療
そ
の
２
」
が
示
さ
れ
た
。
具

体
的
に
は
、
①
歯
科
疾
患
・
口

腔
機
能
の
管
理
等
の
生
活
の
質

に
配
慮
し
た
歯
科
医
療
、
②
多

職
種
連
携
、
③
歯
科
衛
生
士
・

歯
科
技
工
士
の
定
着
・
確
保
、

④
歯
科
治
療
の
デ
ジ
タ
ル
化

等
、
見
直
し
が
幅
広
く
議
論
さ

れ
た
。

▼
算
定
上
の
不
合
理
を
整
理

ま
ず
①
の
「
歯
科
疾
患
・
口

腔
機
能
の
管
理
等
の
生
活
の
質

に
配
慮
し
た
歯
科
医
療
」
で

は
、
口
腔
機
能
管
理
が
成
長
期

の
小
児
か
ら
高
齢
者
ま
で
対
象

が
広
が
る
一
方
、
口
腔
機
能
低

下
症
な
ど
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
算
定
要
件
を
満
た
し
て
い

な
い
た
め
に
管
理
さ
れ
て
い
な

い
患
者
が
存
在
す
る
こ
と
が
課

題
と
し
て
示
さ
れ
た
。

「
歯
科
疾
患
管
理
料
」
と

「
歯
科
疾
患
在
宅
療
養
管
理

料
」
に
お
い
て
、
外
来
患
者
お

よ
び
在
宅
等
療
養
患
者
に
対
し

て
、
口
腔
機
能
の
管
理
を
推
進

し
て
い
く
趣
旨
は
一
致
し
て
は

い
る
も
の
の
、
対
象
症
例
や
取

り
扱
い
が
異
な
っ
て
い
る
た

め
、
要
件
整
理
を
進
め
る
方
針

が
示
さ
れ
た
。

歯
周
病
治
療
に
つ
い
て
は
、

歯
周
病
安
定
期
治
療
（
Ｓ
Ｐ

Ｔ
）
と
歯
周
病
重
症
化
予
防
治

療
（
Ｐ
重
防
）
の
区
分
が
「
内

容
は
ほ
ぼ
同
じ
だ
が
算
定
区
分

が
異
な
る
」
こ
と
が
論
点
と
な

っ
た
。
両
者
の
違
い
は
歯
周
ポ

ケ
ッ
ト
の
深
さ
な
ど
限
ら
れ
た

指
標
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
制

度
の
分
か
り
に
く
さ
が
算
定
阻

害
に
つ
な
が
っ
て
い
る
現
状
か

ら
、
統
合
を
含
め
た
見
直
し
を

進
め
る
方
向
が
示
さ
れ
た
。

▼
医
科
歯
科
連
携
の
推
進

次
に
②
の
「
多
職
種
連
携
」

で
は
、「
周
術
期
等
口
腔
機
能

管
理
計
画
策
定
料
」
に
つ
い

て
、
管
理
計
画
の
修
正
が
生
じ

た
場
合
の
評
価
を
ど
の
よ
う
に

見
直
す
か
が
論
点
と
し
て
挙
げ

ら
れ
た
。
ま
た
、「
周
術
期
等

口
腔
機
能
管
理
料
」
ま
た
は

「
回
復
期
等
口
腔
機
能
管
理

料
」
を
算
定
し
て
い
る
場
合

に
、
一
部
の
処
置
を
算
定
可
能

と
す
る
べ
き
か
ど
う
か
に
つ
い

て
検
討
が
求
め
ら
れ
た
。
さ
ら

に
、
入
院
患
者
の
口
腔
衛
生
管

理
や
、
糖
尿
病
患
者
に
対
す
る

歯
科
受
診
指
導
の
観
点
か

ら
、
医
科
歯
科
連
携
を
一
層
推

進
す
る
こ
と
が
論
点
と
さ

れ
、
そ
れ
に
伴
う
歯
科
点
数
表

の
評
価
の
在
り
方
が
課
題
と
し

て
提
示
さ
れ
た
。

▼
歯
科
衛
生
士
・
歯
科
技
工
士

の
加
算
も
評
価
を
改
善

ま
た
③
の「
歯
科
衛
生
士
・
歯

科
技
工
士
の
定
着
・
確
保
」も
喫

緊
の
課
題
と
し
て
位
置
づ
け
ら

れ
た
。
歯
科
衛
生
士
や
歯
科
技

工
士
の
不
足
が
深
刻
化
す
る

中
、２
０
２
４
年
度
改
定
で
導
入

さ
れ
た
口
腔
機
能
指
導
加
算
や

歯
科
技
工
士
連
携
加
算
の
算
定

が「
広
が
っ
て
い
な
い
」と
す
る

デ
ー
タ
が
示
さ
れ
た
。口
腔
機
能

指
導
加
算
は
、
歯
科
衛
生
士
の

研
修
受
講
を
要
件
と
し
た
上
で

加
算
か
ら
本
体
評
価
へ
見
直
す

こ
と
、歯
科
技
工
士
連
携
加
算

は
、対
象
範
囲
や
施
設
基
準
の
見

直
し
、歯
冠
修
復
・
欠
損
補
綴
の

評
価
や
取
り
扱
い
の
見
直
し
、

明
確
化
が
論
点
と
さ
れ
た
。

▼
ク
ラ
ウ
ン
・
ブ
リ
ッ
ジ
維
持

管
理
料
の
見
直
し
検
討

さ
ら
に
④
の
「
歯
科
治
療
の

デ
ジ
タ
ル
化
等
の
領
域
」
で

は
、
光
学
印
象
の
普
及
や
Ｃ
Ａ

Ｄ
／
Ｃ
Ａ
Ｍ
材
料
の
進
歩
を
踏

ま
え
、
適
応
範
囲
の
拡
大
が
議

論
さ
れ
た
。
貴
金
属
価
格
高
騰

に
よ
る
メ
タ
ル
フ
リ
ー
化
の
必

＜中医協＞在宅医療その４＜中医協＞在宅医療その４

訪問歯科の短時間化・制度の複雑化が深刻化

公平な評価体系へ見直し議論進む

11
月
14
日
に
開
か
れ
た
第
627

回
中
医
協
総
会
で
は
、「
在
宅

医
療
そ
の
４
」
に
関
す
る
議
論

が
行
わ
れ
た
。
歯
科
訪
問
診
療

で
は
、
需
要
に
供
給
が
十
分
対

応
で
き
て
い
な
い
現
状
が
改
め

て
示
さ
れ
た
。

厚
生
労
働
省
の
資
料
に
よ
る

と
、
同
一
建
物
に
居
住
す
る
患

者
が
10
人
以
上
の
場
合
の
訪
問

診
療
は
増
加
す
る
一
方
、
診
療

時
間
が
10
分
未
満
に
と
ど
ま
る

ケ
ー
ス
が
６
割
超
に
上
っ
た
。

逆
に
、
患
家
や
少
数
の
患
者
を

対
象
と
し
た
訪
問
は
依
然
と
し

て
不
十
分
で
、
需
要
に
対
し
て

供
給
が
追
い
つ
い
て
い
な
い
状

況
が
示
さ
れ
た
。

制
度
面
で
は
、
訪
問
人
数
や

建
物
規
模
に
応
じ
た
評
価
が
複

雑
化
し
、
現
場
で
の
算
定
判
断

を
困
難
に
し
て
い
る
状
況
も
課

題
と
さ
れ
た
。
こ
の
た
め
厚
労

省
は
、
診
療
報
酬
体
系
の
整
理

・
統
合
、
お
よ
び
評
価
の
簡
素

化
を
進
め
る
必
要
性
を
強
調
し

た
。
特
に
、
在
宅
歯
科
医
療
を

担
う
上
で
重
要
な
「
歯
科
訪
問

診
療
料
１
」
の
充
実
や
「
在
宅

歯
科
医
療
推
進
加
算
」
の
見
直

し
を
論
点
と
し
て
提
示
し
た
。

当
初
は
１
人
へ
の
訪
問
を
予

定
し
て
い
た
が
、
訪
問
先
か
ら

別
患
者
へ
の
診
療
追
加
を
依
頼

さ
れ
た
ケ
ー
ス
な
ど
、
実
際
の

現
場
に
お
け
る
柔
軟
な
対
応
を

診
療
報
酬
算
定
上
、
ど
の
よ
う

に
評
価
す
る
か
に
つ
い
て
も
明

確
化
を
検
討
し
て
い
く
と
し

た
。次

に
、
在
宅
療
養
支
援
歯
科

診
療
所
・
在
宅
療
養
支
援
歯
科

病
院
の
届
出
状
況
も
議
論
と
な

っ
た
。
特
に
、
診
療
所
で
は
対

応
困
難
な
重
症
例
の
受
け
皿
と

な
る
べ
き
在
宅
療
養
支
援
歯
科

病
院
は
全
国
で
22
施
設
の
み
と

少
な
く
、
緊
急
時
対
応
や
多
職

種
連
携
の
機
能
が
十
分
に
発
揮

さ
れ
て
い
な
い
と
指
摘
さ
れ

た
。
こ
れ
を
踏
ま
え
、
歯
科
診

療
所
か
ら
の
後
方
支
援
の
実

績
、
臨
床
研
修
体
制
な
ど
を
施

設
基
準
に
組
み
込
む
な
ど
、
基

準
の
一
部
見
直
し
に
つ
い
て
意

見
が
交
わ
さ
れ
た
。

一
方
、
誤
嚥
性
肺
炎
予
防
な

ど
に
重
要
な
訪
問
歯
科
衛
生
指

導
に
つ
い
て
は
、
単
一
建
物
診

療
患
者
10
名
以
上
に
偏
っ
て
い

る
実
態
が
示
さ
れ
た
。
厚
労
省

は
、
歯
科
訪
問
診
療
料
と
の
整

合
性
を
図
り
な
が
ら
評
価
を
見

直
す
方
向
性
を
提
示
し
た
。

さ
ら
に
、「
在
宅
歯
科
栄
養

サ
ポ
ー
ト
チ
ー
ム
等
連
携
指
導

料
」
に
つ
い
て
は
、
評
価
内
容

を
「
指
導
」
と
し
た
上
で
、
実

施
者
に
歯
科
衛
生
士
を
追

加
、
オ
ン
ラ
イ
ン
の
み
で
の
実

施
を
可
能
と
す
る
と
い
っ
た
運

用
改
善
が
提
案
さ
れ
た
。

厚
労
省
は
、
高
齢
化
の
進
展

を
踏
ま
え
「
訪
問
歯
科
を
量
か

ら
質
へ
」
転
換
さ
せ
る
必
要
が

あ
る
と
し
、
診
療
報
酬
体
系
の

最
適
化
を
引
き
続
き
検
討
し
て

い
く
方
針
だ
。

◆
供
給
不
安
定
な
状
況

患
者
負
担
増
に
慎
重
な
意
見
が

ま
た
、
医
薬
品
の
長
期
収
載

品
に
関
す
る
選
定
療
養
に
つ
い

て
も
議
論
が
行
わ
れ
た
。
制
度

導
入
後
、
後
発
医
薬
品
の
使
用

率
は
一
定
の
上
昇
が
見
ら
れ
た

も
の
の
、
供
給
へ
の
不
安
や
患

者
へ
の
説
明
負
担
が
障
壁
と
な

り
、
伸
び
は
鈍
化
し
て
い
る
。

支
払
側
は
後
発
品
使
用
を
さ

ら
に
促
す
た
め
、「
特
別
の
料

金
」
を
価
格
差
の
４
分
の
１
か

ら
２
分
の
１
、
あ
る
い
は
全
額

負
担
へ
引
き
上
げ
る
べ
き
と
の

考
え
を
提
示
し
た
。
こ
れ
に
対

し
医
療
側
は
、
供
給
不
安
が
続

く
状
況
で
患
者
負
担
を
増
や
す

こ
と
に
慎
重
な
姿
勢
を
示

し
、
公
益
委
員
か
ら
も
供
給
体

制
の
安
定
や
説
明
方
法
の
整
備

な
ど
、
前
提
条
件
の
確
保
が
先

決
と
の
意
見
が
示
さ
れ
た
。

次期改定へ次期改定へ

歯科保険制度の見直し本格化歯科保険制度の見直し本格化

中
医
協 

歯
科
医
療

（そ
の
２
）
議
論

口
腔
機
能
管
理
・
歯
周
病
治
療
・
デ
ジ
タ
ル
化

抜歯後の正面観

歯科用暫間被覆冠成形品を歯科用接着剤で接着

要
性
が
高
ま
る
一
方
、
材
料
の

耐
久
性
や
機
器
導
入
の
負
担
も

課
題
で
あ
る
こ
と
か
ら
、「
Ｃ

Ａ
Ｄ
／
Ｃ
Ａ
Ｍ
冠
」
や
「
Ｃ
Ａ

Ｄ
／
Ｃ
Ａ
Ｍ
イ
ン
レ
ー
」
の
要

件
を
見
直
す
と
と
も
に
、
変
更

に
伴
う
影
響
を
踏
ま
え
「
ク
ラ

ウ
ン
・
ブ
リ
ッ
ジ
維
持
管
理

料
」
の
対
象
や
評
価
を
検
討
す

る
方
針
が
示
さ
れ
た
。

▼
実
効
性
あ
る
評
価
体
系
へ

今
回
の
総
会
で
は
、
今
後
の

歯
科
治
療
の
需
要
や
歯
科
医
療

提
供
体
制
等
の
論
点
を
踏
ま

え
、
引
き
続
き
実
効
性
あ
る
評

価
体
系
に
向
け
た
議
論
が
期
待

さ
れ
る
。

11
月
12
日
に
開
催
さ
れ
た
中

医
協
に
お
い
て
、
３
次
元
プ
リ

ン
ト
有
床
義
歯
が
12
月
１
日
か

ら
保
険
収
載
さ
れ
る
こ
と
が
決

ま
っ
た
。
対
象
は
、
歯
科
技
工

よ
り
造
形
製
作
さ
れ
た
総
義
歯

（
３
次
元
プ
リ
ン
ト
義
歯
）
で

あ
る
。
販
売
名
は
、「
デ
ィ
ー

マ 

プ
リ
ン
ト 

デ
ン
チ
ャ
ー 

テ
ィ
ー
ス
」
と
「
デ
ィ
ー
マ 

プ
リ
ン
ト 

デ
ン
チ
ャ
ー 

ベ
ー

ス
」。
総
義
歯
の
点
数
（
１
顎

に
つ
き
２
千
420
点
）
を
準
用

し
、
保
険
収
載
さ
れ
た
有
床
義

歯
歯
冠
部
用
材
料
や
有
床
義
歯

義
歯
床
用
材
料
が
算
定
で

き
、
再
製
作
を
行
っ
た
場
合
を

除
き
、
上
下
顎
で
同
日
に
装
着

し
た
場
合
に
限
る
。
な
お
、
必

要
に
応
じ
て
印
象
採
得
、
咬
合

採
得
、
装
着
お
よ
び
仮
床
試
適

が
総
義
歯
の
区
分
に
よ
り
算
定

す
る
。

実
施
で
き
る
歯
科
医
療
機
関

は
、
①
歯
科
補
綴
治
療
に
係
る

専
門
の
知
識
お
よ
び
３
年
以
上

の
経
験
を
有
す
る
歯
科
医
師
が

１
名
以
上
配
置
さ
れ
て
い
る
こ

と
、
②
保
険
医
療
機
関
内
に
液

槽
光
重
合
方
式
３
次
元
プ
リ
ン

ト
有
床
義
歯
製
作
装
置
が
設
置

さ
れ
て
い
る
場
合
は
歯
科
技
工

士
を
配
置
し
て
い
る
こ
と
、
ま

た
は
保
険
医
療
機
関
内
に
装
置

が
設
置
さ
れ
て
い
な
い
場
合
は

装
置
を
設
置
し
て
い
る
歯
科
技

工
所
と
の
連
携
が
確
保
さ
れ
て

い
る
こ
と
―
が
要
件
で
あ
る
。

詳
細
は
今
後
、
通
知
で
示
さ

れ
る
の
で
、
デ
ン
タ
ル
ブ
ッ
ク

メ
ー
ル
ニ
ュ
ー
ス
な
ど
で
お
知

ら
せ
す
る
。
な
お
、
日
本
補
綴

歯
科
学
会
よ
り
、
臨
床
指
針
が

発
行
さ
れ
る
予
定
で
あ
る
。

11月21日 中医協資料より

印象・咬合採得 スキャン

プリント 装着接着・硬化

従来法による印象・咬合採得
（⽯膏模型、咬合床）

デザイン

義歯床部分 義歯床部分義歯床部分
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３地区で会員地区懇談会を開催

増点のコツで意見交換も
保険請求の保険請求の「「迷い迷い」」解決解決

協
会
は
、「
日
々
の
診
療
を

踏
ま
え
た
増
点
に
つ
な
が
る
算

定
の
コ
ツ
を
考
え
る
〜
請
求
事

例
と
返
戻
対
策
を
交
え
て

〜
」
を
テ
ー
マ
と
す
る
会
員
地

区
懇
談
会
を
多
摩
（
10
月
23

日
）、
城
東
（
10
月
31
日
）、
城

南
（
11
月
５
日
）
の
３
地
区
で

開
催
し
、
計
50
名
が
参
加
し

た
。
講
師
は
、
協
会
役
員
が
務

め
た
。

参
加
者
に
対
し
て
、
事
前
に

保
険
請
求
で
迷
い
が
生
じ
や
す

い
点
数
に
つ
い
て
尋
ね
た
と
こ

ろ
、
Ｓ
Ｐ
Ｔ
・
Ｐ
重
防
、
Ｃ

Ｔ
、
全
身
疾
患
の
あ
る
患
者
で

算
定
で
き
る
項
目
、
さ
ら
に
施

設
基
準
の
届
出
の
実
務
な
ど
が

挙
が
っ
た
た
め
、
そ
れ
ら
に
つ

い
て
請
求
事
例
を
交
え
な
が
ら

解
説
し
た
。

懇
談
で
は
講
師
と
だ
け
で
な

く
、
会
員
同
士
の
間
で
も
積
極

的
な
意
見
交
換
が
見
受
け
ら

れ
、「
不
安
や
わ
か
り
に
く
い

来年は診療報酬改定
会員の皆様に

「テキスト」をお届けします

11
月
21
日
、
中
央
社
会
保
険

医
療
協
議
会
で
歯
科
の
診
療
報

酬
改
定
の
議
論
が
行
わ
れ

た
。
本
紙
２
面
で
解
説
し
た
通

り
、
歯
科
疾
患
管
理
料
を
皮
切

り
に
、
高
齢
患
者
に
算
定
さ
れ

て
い
る
新
製
有
床
義
歯
管
理
料

・
口
腔
機
能
管
理
料
の
見
直

し
、
小
児
患
者
で
は
小
児
口
腔

機
能
管
理
料
の
見
直
し
に
加
え

て
小
児
保
隙
装
置
に
対
す
る
調

整
・
修
理
の
評
価
設
定
が
検
討

さ
れ
る
な
ど
、
多
く
の
点
数
が

改
定
の
対
象
に
あ
が
っ
て
い

る
。
ま
た
、
歯
科
用
貴
金
属
の

高
騰
を
背
景
に
、
Ｃ
Ａ
Ｄ
／
Ｃ

Ａ
Ｍ
冠
・
Ｃ
Ａ
Ｄ
／
Ｃ
Ａ
Ｍ
イ

ン
レ
ー
の
要
件
、
お
よ
び
ク
ラ

ス
プ
・
バ
ー
の
使
用
材
料
に

も
、
見
直
し
の
メ
ス
が
入
る
。

ま
さ
に
、
次
期
診
療
報
酬
改

定
は
、〝
点
数
の
抜
本
的
な
見

直
し
〞
と
い
え
る
大
規
模
な
改

定
に
な
る
。

テ
キ
ス
ト
を
持
っ
て
説
明
会
へ

協
会
は
、
来
年
６
月
の
診
療

報
酬
改
定
施
行
に
向
け
、
こ
の

改
定
内
容
を
分
か
り
や
す
く
解

説
し
た
「
２
０
２
６
年
改
定
の

要
点
と
解
説
」
を
会
員
へ
１
冊

進
呈
す
る
方
向
で
準
備
を
進
め

て
い
る
。
ま
た
、
会
員
や
そ
の

ス
タ
ッ
フ
が
参
加
で
き
る
新
点

数
説
明
会
の
開
催
も
計
画
し
て

お
り
、
申
し
込
み
方
法
な
ど
の

詳
細
が
決
ま
り
次
第
、
機
関

紙
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
お
よ
び
メ

ー
ル
ニ
ュ
ー
ス
で
伝
え
る
。
ま

た
、
改
定
後
は
、
日
常
診
療
で

算
定
す
る
点
数
を
網
羅
し
た

「
歯
科
保
険
診
療
の
研
究
２
０

２
６
年
６
月
版
」
の
進
呈
も
予

定
し
て
い
る
。
続
報
を
お
待
ち

い
た
だ
き
た
い
。

　歯科用貴金属の随時改定により、12月から歯科鋳造用12％金銀パラジウム合金
（以下、金パラ）の告示価格は、1ｇ当たり3,445円から3,802円へ引き上げとなり、30ｇ
当たりでは10万3,350円から11万4,060円へ引き上げとなった。また、金パラに加えて銀
合金、14カラット金合金も引き上げられた。12月からの保険点数は下表の通り。

２０２５２０２５年年１２１２月 歯科用貴金属の随時改定情報月 歯科用貴金属の随時改定情報

表：歯科用貴金属の随時改定に伴う点数および材料料

材
料 区分

点数
1 2月～
2月

金
銀
パ
ラ
ジ
ウ
ム
合
金

インレー（単純）

前歯・小臼歯

503 
インレー（複雑） 906 
4 分の 3冠 1,136 
5 分の 4冠 1,076 
全部金属冠 1,417 
インレー（単純）

大臼歯

649 
インレー（複雑） 1,132 
5分の4冠 ※１ 1,375 
全部金属冠 1,797 

接着冠
前歯 1,134 
小臼歯 1,074 
大臼歯 1,373 

根面被覆 前歯・小臼歯 506 
大臼歯 652 

レジン前装
金属冠 ※2

前歯
（ブリッジ支台） 2,367 

前歯
（ブリッジ支台以外） 2,363 

小臼歯 2,293 
鋳造
ポンティック

小臼歯 1,594 
大臼歯 1,975 

レジン前装金属
ポンティック

前歯 2,106 
小臼歯 1,794 
大臼歯 2,035 

双子鉤（鋳造鉤）犬歯・小臼歯 1,223 
小・大臼歯 1,492 

二腕鉤（鋳造鉤）
（レスト付）

前歯(切歯) 922 
犬歯・小臼歯 975 
大臼歯 1,086 

コンビネーション
鉤

前歯 587 
犬歯・小臼歯 614 
大臼歯 669 

キーパー付き
根面板

前歯・小臼歯 1,402 
大臼歯 1,628 

鋳造バー 2,433 
ローチの
バークラスプ

1歯 1,472 
2 歯以上 1,492 

材
料 区分

点数
1 2月～
2月

銀
合
金

インレー（単純）

前歯・小臼歯・
乳歯

210 
インレー（複雑） 324 
4 分の 3冠
（乳歯除く） 418 

5 分の 4冠
（乳歯除く） 358 

全部金属冠 518 
インレー（単純）

大臼歯

221 
インレー（複雑） 337 
5 分の 4冠 ※１ 377 
全部金属冠 539 

接着冠
前歯 416 
小臼歯 356 
大臼歯 375 

根面被覆 前歯・小臼歯 213 
大臼歯 224 

レジン前装
金属冠 ※2

前歯
（ブリッジ支台） 1,303 

前歯（単冠） 1,299 

小臼歯 1,229 
鋳造
ポンティック

小臼歯 497 
大臼歯 497 

レジン前装金属
ポンティック

前歯 1,260 
小臼歯 714 
大臼歯 574 

キーパー付き
根面板

前歯・小臼歯 820 
大臼歯 833 

メタルコア 前歯・小臼歯 223 
大臼歯 291 

14
カ
ラ
ッ
ト
金
合
金

インレー（複雑）前歯 2,416 
4 分の 3冠 前歯 3,032 
双子鉤
（鋳造鉤）

犬歯・小臼歯 2,288 
小・大臼歯 2,753 

二腕鉤
（鋳造鉤）

前歯(切歯) 1,439 
犬歯・小臼歯 1,797 
大臼歯 2,268 

線鉤
双子鉤 1,402 
二腕鉤
（レスト付） 1,067 

ローチの
バークラスプ

1歯 2,733 
2 歯以上 2,753 

※１．大臼歯の５分の４冠は、生活歯で
ブリッジ支台に限る。

※２．前歯またはブリッジ支台の小臼歯
に限る。

第第4040回回
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フォーラムフォーラム    

会
員
の
意
識
と
実
態
調
査

会
員
の
意
識
と
実
態
調
査

    

子
ど
も
医
療
費
助
成
を
発
表

子
ど
も
医
療
費
助
成
を
発
表

24
日
の
分
科
会
で
は
、
当
協

会
か
ら
は
役
員
２
名
が
そ
れ
ぞ

れ
演
題
発
表
を
行
っ
た
。
加
藤

開
副
会
長
が
「
東
京
歯
科
保
険

医
協
会
会
員
の
実
態
調
査
結

果
か
ら
見
え
た
医
院
経
営
の
現

状
に
つ
い
て
」、
橋
本
健
一
理

事
が
「
子
ど
も
医
療
費
の
助
成

制
度
実
施
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー

ト
に
つ
い
て
」
を
テ
ー
マ
に
取

り
上
げ
説
明
し
た
。

そ
の
ほ
か
、
23
日
に
は
オ
ー

プ
ニ
ン
グ
企
画
と
し
て
「
明
治

維
新
と
佐
賀
」
の
テ
ー
マ
で
、

佐
賀
の
歴
史
文
化
連
携
研
究
会

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
・
川
副
義
敦
氏

に
よ
る
「
近
代
日
本
の
デ
ザ
イ

ナ
ー
佐
野
常
民
」
の
講
演
と
、

佐
賀
の
八
賢
人
お
も
て
な
し
隊

に
よ
る
寸
劇
「
そ
の
後
は
ど
う

じ
ゃ
？
」
が
披
露
さ
れ
た
。

ま
た
、
全
国
共
同
調
査
「
保

険
証
の
新
規
発
行
停
止
後
の
医

療
機
関
の
状
況
調
査
」
の
結
果

が
報
告
さ
れ
た
。

記
念
講
演
は
、「
地
域
連
携

で
病
を
治
す
」
を
テ
ー
マ
に
、

高
邦
会
高
木
病
院
副
院
長
で
佐

賀
大
学
名
誉
教
授
の
安
西
慶
三

氏
が
「
自
分
を
ま
も
ろ
う
！
地

域
で
ま
も
ろ
う
！
糖
尿
病
〜
佐

賀
県
ス
ト
ッ
プ
糖
尿
病
対
策
の

成
果
と
課
題
〜
」
と
題
し
て
講

演
。
続
い
て
、
医
療
法
人
ロ
コ

メ
デ
ィ
カ
ル
江
口
病
院
理
事
長

で
前
佐
賀
大
学
医
学
部
附
属
病

院
特
任
教
授
の
江
口
有
一
郎
氏

が
「
地
域
連
携
で
肝
炎
を
治
す

〜
肝
が
ん
ワ
ー
ス
ト
ワ
ン
返
上

の
佐
賀
県
か
ら
世
界
へ
」
と
題

し
て
講
演
し
た
。

◆
協
会
役
員
２
名
が
演
者
に

11
月
23
、
24
日
、
佐
賀
市
内

の
Ｓ
Ａ
Ｇ
Ａ
ア
リ
ー
ナ
で
、
第

40
回
保
団
連
医
療
研
究
フ
ォ
ー

ラ
ム
が
開
催
さ
れ
、
全
国
か
ら

医
師
・
歯
科
医
師
・
ス
タ
ッ
フ

・
一
般
市
民
ほ
か
350
名
超
が
参

加
し
た
。

こ
と
な
ど
は
、
ど
の
先
生
も
同

様
な
の
だ
と
わ
か
り
、
安
心
し

た
」「
取
得
で
き
な
い
と
思
っ

て
い
た
口
管
強
の
施
設
基
準
が

出
せ
る
こ
と
を
知
り
、
さ
っ
そ

く
届
出
を
し
て
み
る
」
と
い
っ

た
感
想
が
寄
せ
ら
れ
た
。
ま

た
、
懇
談
会
を
き
っ
か
け
に
口

管
強
の
施
設
基
準
の
要
件
で
も

あ
る
訪
問
診
療
で
の
連
携
が
始

ま
る
な
ど
、
会
員
同
士
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
が
広
が
る
有
意
義
な

時
間
と
な
っ
た
。

次
回
も
会
員
の
関
心
の
高
い

テ
ー
マ
で
日
々
の
診
療
に
活
か

す
こ
と
が
で
き
る
懇
談
の
場
を

提
供
す
る
。
会
員
の
先
生
は
、

ぜ
ひ
、
お
近
く
の
地
区
懇
談
会

に
ご
参
加
い
た
だ
き
た
い
。

城南地区懇談会で挨拶をする山本鐵雄副会長

加藤開副会長

橋本健一理事
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ＱＱ３３　院長自身の確定申告で留意すべき点はあ　院長自身の確定申告で留意すべき点はあ
るか。るか。

ＱＱ１１　子どもがアルバイトをしている。今回の　子どもがアルバイトをしている。今回の
改正で子どもは年収いくらまで働けるの改正で子どもは年収いくらまで働けるの
か。また、気を付けることはあるか。か。また、気を付けることはあるか。

【Ａ１】　これまでは、19歳以上23歳未満の方の
年収が103万円を超えると親が63万円の扶養控除
を受けられなくなっていましたが、今回特定親族
特別控除と併せ上限が150万円以下に引き上げら
れました。

また、社会保険の加入要件も変更となります。
扶養認定を受ける者（２０２５年10月１日以降）が
19歳以上23歳未満の場合は、年間収入「130万円」
未満から年間収入「150万円」未満に変わります。

よって、子どもが19歳以上23歳未満で、その子
どもの収入が150万円未満であれば、その親は扶
養控除を受けられ、子どもは別途に社会保険に加
入することなく働くことができます。この扶養控
除の適用を受けるには、年末調整時に「給与所得
者の特定親族特別控除申告書」にその旨を記載す
るか、来年の確定申告で所定の欄にその旨を記載
する必要があります。　　　　　　　　　　　　 
※子どもの年間収入が150万円超188万円までの場　
　合は、特定親族特別控除は段階的となります。

ＱＱ２２　控除対象配偶者　控除対象配偶者（＊）（＊）となっている従業員となっている従業員
に何か影響はあるか。に何か影響はあるか。

２０２５２０２５年の年末調整における注意点② 完年の年末調整における注意点② 完

 

  

協会の顧問弁護士と顧問税理士が回答いたします。 

（相続、賃借契約のトラブル、記帳や仕分け方法など何でもご相談ください） 
 

日日  時時：：１１２２月１８日（木） 午後 2 時～5 時 

定定  員員：：６名（各３名。相談時間は 1 人 1 時間以内） 

場場  所所：：東京歯科保険医協会 会議室 

要要予予約約：：03－3205－2999（担当：経営管理部） 

※予約は、受付順とさせていただきます。 

 

無料相談トトララブブルル対対策策はは早早めめのの対対応応ががポポイインントト  

法法律律相相談談、、経経営営＆＆税税務務相相談談  

経営・税務相談

Ｑ＆Ａ　No.435

【Ａ２】　配偶者控除や配偶者特別控除の仕組
み自体に大きな変更はありません。ただし、２０
２５（令和７）年度税制改正では、基礎控除・給
与所得控除の見直し（各10万円増額）が行われて
いるため、従業員の方の年収によっては控除額が
変わる場合があります。

従業員の方の年収が123万円（改正前103万円）
を超えた場合でも、201.6万円未満までは「配偶
者特別控除」が段階的に適用されます。したがっ
て、共働きであっても、従業員の方の収入が一定
範囲内であれば、従業員の方の配偶者の所得税が
軽減されます。

また、社会保険上の扶養判定基準（収入130万
円未満）は従来通りであり、税金上の控除判定と

2025年分確定申告個別相談会
所得税・消費税の確定申告、手続きに不安や疑問はありませんか…？

税理士による個別相談会を開催しています。初めて申告される方、複雑
な手続きがあり不安な方も、安心してご相談いただけます。スムーズな
申告に向けて、ぜひ、ご活用ください。
日　時　２０２６年２月19日（木） 午後１時～５時のうち１時間（先着順）
会　場　東京歯科保険医協会会議室（新宿区高田馬場１－29－８ いちご高田馬場ビル ６Ｆ）
交　通　JR山手線・西武新宿線「高田馬場駅（戸山口）」より徒歩２分、
　　　　東京メトロ東西線「高田馬場駅（５番出口）」より徒歩４分
講　師　税制経営研究所　協会顧問税理士
定　員　８名（各回２名×４枠）
参加費　２, ０００円
予　約　参加をご希望の方は、お電話にてお問い合わせください。　
担　当　経営管理部（☎ 03―3205―2999)

冊子「医院経営と雇用管理」冊子「医院経営と雇用管理」

３年ぶりに大幅改訂された『医院経営と雇用管理―２０２５―』が刊行
されました。労務管理に欠かせない実務書として、医院の院長・事務担
当者に必携の１冊です。

今回の改訂では、２０２４年４月から変更された労働条件明示の新ルー
ルに対応し、労働条件通知書の記載例やポイントを分かりやすくまとめ
ました。さらに、パワハラ・セクハラ・カスハラなどへの対応解説や就
業規則のたたき台を新たに掲載しています。

また、歯科医療機関にとっても重要な、育児・介護休業法改正の内容
や、２０２５年４月から創設された新たな給付制度である「出生時休業支
援給付金」について、丁寧に解説を加えています。

近年、協会にも労務トラブルに関する相談が増加しています。トラブ
ルに発展する前の体制整備が何より重要です。

ぜひ、本書をご活用いただき、安心・適正な医院経営にお役立てくだ
さい。

ご希望の方は、ＱＲコードからお申し込みください。
詳細は、経営管理部（☎03-3205-2999）まで。

　会員１人につき

　１冊を無料進呈※

　※書籍の到着はお申し込み後、１週間程度かかりますので予めご了承ください。

３３年ぶりに改訂版完成年ぶりに改訂版完成

２０２５年度（令和７年度）の税制改正により、基礎控除や給与所得控除の見直し、さらに
特定親族特別控除の創設が行われ、年末調整や確定申告に影響します。年末調整・確定申告
のポイントを２回にわたり掲載する本シリーズ。先月に続き、今回はその最終回です。な
お、税制改正についての詳細は本紙10月号の経営・税務相談Q&Aをご参照ください。

は異なるため、年末調整や確定申告の際は「税制
上の扶養」と「社会保険上の扶養」を混同しない
よう注意が必要です。

＊納税者が配偶者控除を受けるために必要な
要件を満たした配偶者のこと。

【Ａ３】　今回の改正は「扶養控除」に限った話
ではなく、基礎控除・給与所得控除の拡充を目指
したものとなっています。したがって、歯科医師
本人の課税所得に応じて、所得税が軽減されま
す。

ただし、その所得水準が非常に高い場合には、
これらの控除が逓減する仕組みとなるため、ご自
身の状況に応じて年末調整や確定申告で確認する
ことをお勧めします。

年間の給与収入 税金の扱い 社会保険の扱い

123万円まで 配偶者・扶養控除の対象 扶養内

123万円超130万円未満（配偶者） 配偶者特別控除の対象 扶養内

130万円超201万円未満（　〃　） 配偶者特別控除の対象 扶養外(例外あり：Q ４参照)

123万円超150万円以下（19 ～ 22歳子供） 特定親族特別控除の対象 扶養内

150万円超188万円以下（　〃　） 特定親族特別控除の対象 扶養外

誤
　≪税金 ・社会保険の扱い≫

お詫びと訂正
東京歯科保険医新聞11月１日号「経営・税務相談Q&A」No.434に記載
した表に誤りがありましたので、以下の通り訂正しお詫び申し上げます。

年間の給与収入 控除 社会保険の扱い

123万円以下 配偶者控除
扶養内

123万円超130万円未満
配偶者特別控除

130万円以上201.6万円未満 扶養外(例外あり：Q ４参照)

正
　≪配偶者の控除と社会保険≫

年間の給与収入 控除 社会保険の扱い

150万円未満
特定親族特別控除

扶養内

150万円以上188万円以下 扶養外

　≪特定親族特別控除 （19 ～ 22歳子供等） と社会保険≫

生産性向上・職場環境整備等支援事業生産性向上・職場環境整備等支援事業

申請期限は12月31日まで　お忘れなく！
支援金１８１８万円万円を歯科診療所に支給

２０２５２０２５年年３３月月3131日時点のベースアップ評価料届出医療機関が対象日時点のベースアップ評価料届出医療機関が対象

東京都
生産性向上 ・職場環境
整備等支援事業ページ

支給要件：
◆ICT機器等の導入による業務効率化：
タブレット端末、離床センサー、インカム、Web会議設備、床ふきロボット、監
視カメラ等の業務効率化に資する設備の導入
◆タスクシフト／シェアによる業務効率化：
医師事務作業補助者、看護補助者などの職員の新たな配置に
よるタスクシフト／シェア、給付金を活用したさらなる賃上げ
◆処遇改善を目的とした、既に雇用している職員の賃金改善

＊お問い合わせは協会または
　コールセンター（☎０５７０-０１８-０８５）まで。

申込フォーム
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保険診療の請求事務、返戻・減点、指導、経営・税務、共済制度などについてのご相談はお気軽に協会まで。☎03（3205）2999　℻03（3209）9918

研究会・行事ご案内研究会・行事ご案内
＊＊１１　東京歯科保険医協会：新宿区高田馬場１－29－８ いちご高田馬場ビル６階　

交　通　ＪＲ山手線・西武新宿線「高田馬場駅」（戸山口）より徒歩３分
 　　　　東京メトロ東西線「高田馬場駅」（３番出口）より徒歩５分

＊＊２２　ワイム貸会議室高田馬場：新宿区高田馬場１－29－９ ＴＤビル （交通は上記「＊1」と同じ）
＊＊３３　Ｗｅｂ開催・配信はＺｏｏｍウェビナーを使用します。

歯冠補綴治療における口腔内スキャナーの有用性歯冠補綴治療における口腔内スキャナーの有用性

— 保険導入されたCAD/CAMインレーへの応用 —— 保険導入されたCAD/CAMインレーへの応用 —

近年の歯科医療はデジタル技術による改変が著しい。その中で、ＣＡＤ
／ＣＡＭを用いた補綴装置の製作、そして、昨年よりインレー限局ではあ
りますが口腔内スキャナーを用いた光学印象が保険収載され、いよいよデ
ジタル化の幕開け時代となりました。
本講演では歯冠補綴治療における口腔内スキャナーの有効な使用につい

て、特に保険収載された光学印象によるＣＡＤ／ＣＡＭインレー時に必要
となる基礎的内容から臨床に役立つポイントなどを分かりやすく解説しま
す。（講師より）

日　時　12月18日（木）午後７時～９時
講　師　星 憲幸 氏（神奈川歯科大学口腔デジタルサイエンス学分野 教授）
会　場　東京歯科保険医協会会議室（＊１）・Ｗｅｂ配信（＊３）
定　員　会場参加：18名、Ｗｅｂ参加：500名
対　象　会員とそのスタッフ
参加費　会場参加の場合、同伴者１名につき１, ０００円
予　約　右のＱＲからお申し込みください。
担　当　社保・学術部

予約フォーム

第 第 ２２ 回 学 術 研 究 会 回 学 術 研 究 会

新 規 開 業 医 講 習 会新 規 開 業 医 講 習 会

新規個別指導は開業後、概ね１年後の医療機関が選定されています。指導
対策は、通知が届く前の早い段階で準備を進めることが最も大切です。講習
会では、年間100件を超える相談を基に、指導で指摘されやすい事項を含
め、保険診療の基本的なルールやカルテ記載、請求方法、自費と保険の考え
方を丁寧に解説します。また、事前提出書類の変更点などもお話しします。
これから開業を検討中の先生や勤務医の先生、さらに、改めて保険のル

ールなどについて確認したいという先生にも、ぜひ、ご参加いただきたい講
習会です。

日　時　２０２６年１月18日（日）正午～午後５時30分
講　師　協会講師団
会　場　ワイム貸会議室高田馬場（４Ｆ）（＊２）
定　員　50名
対　象　会員・未入会員
参加費　会員１３，０００円、未入会員３０，０００円
予　約　右のＱＲからお申し込みください。
担　当　組織部 予約フォーム

ー　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ーー　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ー
カルテ記載など日々の対策がカルテ記載など日々の対策が
新規個別指導の明暗を分ける新規個別指導の明暗を分ける

改めて学びた
い先生にも

オススメ！

第 ４・５ 回 院 内 感 染 防 止 対 策 講 習 会

　歯科点数表の初診料の注１に規定する施設基準（歯初診）、および歯科
外来診療感染対策加算1（外感染1）の施設基準に対応しています。
※歯初診の施設基準は、院内感染防止対策に係る標準予防策および新
興感染症に対する対策の内容の研修を４年に１回以上、定期的に受
講していることが条件です。

日　時　第４回：２０２５年12月17日（水）午後１時～２時10分
　　　　第５回：２０２６年２月18日（水）午後１時～２時10分
講　師　濱﨑 啓吾 氏（東京歯科保険医協会 理事）
会　場　Ｗｅｂ開催　（＊３）
定　員　500名（各回とも）
対　象　会員
参加費　１，０００円（各回とも）
修了証　講習会後の確認テストで合格した方に発行し、
　　　　メールでお送りします。
予　約　右のＱＲからお申し込みください。
担　当　社保・学術部 デンタルブックから

お申し込みください

歯 初 診 の 新規届出 ・ 更新を希望する方向け歯 初 診 の 新規届出 ・ 更新を希望する方向け

施設基準のための講習会施設基準のための講習会

歯初診 ・ 外安全 １ ・ 外感染 ２ ・ 口管強 ・ 歯援診の歯初診 ・ 外安全 １ ・ 外感染 ２ ・ 口管強 ・ 歯援診の
施設基準を新たに届け出る方向け施設基準を新たに届け出る方向け

　この講習会は①５種類、②３種類の施設基準に必要な研修を１日で受講で
きる講習会です。
　医療法で定められている年２回の医療安全講習会にも対応しています。
★ 対象施設基準：歯初診、外安全１、外感染２、口管強、歯援診

第４回施設基準のための講習会

【詳細】
日　時　12月14日（日）
①のコース　歯初診、外安全１、外感染２、口管強、歯援診…午後１時～６時30分
②のコース　歯初診、外安全１、外感染２　　　　　　　　…午後４時～６時30分

講　師　繁田 雅弘 氏（東京慈恵会医科大学精神医学講座 名誉教授）
　　　　坂下 英明 氏  （明海大学 名誉教授／朝日大学 客員教授／我孫子聖仁会病院 口腔外科センター長）
　　　　馬場 安彦 氏（東京歯科保険医協会 副会長）
　　　　森元 主税 氏（東京歯科保険医協会 理事）
会　場　ワイム貸会議室高田馬場４Ｆ（＊２）
定　員　100名
対　象　会員（新規に施設基準を届け出る医療機関）
参加費　①のコース　８，０００円（修了証代込）
　　　　②のコース　５，０００円（　　〃　　）
予　約　右のＱＲからお申し込みください。
担　当　社保・学術部

予約フォーム

【詳細】
日　時　12月６日（土）午後１時～２時
講　師　本並 省吾 氏（全国保険医団体連合会 事務局次長）
会　場　東京歯科保険医協会 会議室（＊１）
定　員　30名
対　象　どなたでもご参加いただけます
参加費　無料
予　約　右のＱＲからお申し込みください。
担　当　「保険でよい歯を」東京連絡会

第32回定期総会記念講演会

自民党と維新の会による新政権が発足しました。維新は当初からＯＴ
Ｃ類似薬の保険外しや、社会保険料の改革を公約に掲げています。歯科
でも使用するロキソニンなどの消炎鎮痛剤も保険外しの対象に、その名
前が挙がっています。また、２０２６年度診療報酬改定の改定率決定も
目前に迫ってきました。
こうした中、「保険でよい歯を」東京連絡会では、第32回定期総会開

催に当たり、記念講演を実施することとなりました。講師には、ＯＴＣ
類似薬の保険外し問題を、患者の視点から追い続けてきた全国保険医団
体連合会事務局次長の本並省吾氏をお迎えします。
どなたでも参加いただけます。ぜひ、ご参加ください。

ＯＴＣ医薬品の保険外しとＯＴＣ医薬品の保険外しと

歯科への影響歯科への影響

「保険でよい歯を」東京連絡会「保険でよい歯を」東京連絡会

２０２５年度 第２回
東京都歯科医師認知症対応力向上研修

日　時　12月12日（金）午後６時～８時30分
テーマ　「認知症の人の口を支える基礎知識と実践」
講　師　平野 浩彦氏

　（東京都健康長寿医療センター 歯科口腔外科部長（診療科長））
対象者　都内在勤の歯科医師（定員300名）
形　式　Zoomによるライブ配信
　　　　（詳細は参加者に別途お知らせいたします）
参加費　無料（データ通信料は受講者の負担となります）
申込方法　右のＱＲ（申し込みフォーム）からお申し込みください。
申込期限　12月９日（火）正午まで

＜注意事項＞
※対象者には都内に医療機関を開設している歯科医師を含みます。
※歯科衛生士等の歯科医療従事者も受講可能ですが、定員超過時は
　歯科医師を優先します。 申込フォーム

東京都より「認知症対応力向上研修」の開催案内が東京歯科保険医協会
に来ましたので、会員の方にお知らせいたします。
都内に勤務する歯科医師や歯科医療従事者を対象に、認知症のある人・

家族を支えるための必要な基本知識や、対応に当たっての歯科診療の実
践、地域・生活における実践等に係る研修をライブ配信で開催します。ぜ
ひご参加ください。

残席わずか残席わずか

予約フォーム
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、
選
択
か
ら
予
約

ま
で
ス
ム
ー
ズ
に
進
め
る
と
い

う
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。

◆
す
べ
て
を
１
つ
の

　

レ
イ
ア
ウ
ト
で

飲
食
店
の
ほ
か
、
美
容
室
や

整
体
院
な
ど
で
も
同
様
の
傾
向

が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
特
定
の
情

報
サ
イ
ト
が
勢
力
を
持
っ
て
い

連
載
／
協
会
探
訪

連
載
／
協
会
探
訪 

そ
の
④

そ
の
④

         

東
京
歯
科
保
険
医
協
会

         

会
長     

早
坂
美
都

先
生
方
は
、
開
業
時
や
家
族

を
持
っ
た
時
に
、
漠
然
と
し
た

不
安
を
感
じ
た
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
か
。
ご
自
身
が
病
気
や
ケ

ガ
を
し
て
診
療
が
で
き
な
く
な

っ
た
時
の
こ
と
を
想
像
し
、
ご

自
身
の
ク
リ
ニ
ッ
ク
の
こ
と
が

心
配
に
な
っ
た
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
か
。

東
京
歯
科
保
険
医
協
会
で
は

こ
う
し
た
先
生
方
の
不
安
に
寄

り
添
う
共
済
制
度
を
ご
用
意
し

て
い
ま
す
。

今
回
は
、
そ
の
共
済
制
度
を

担
当
し
て
い
る
「
共
済
部
」
を

ご
紹
介
し
ま
す
。

—共済部とは—

新点数説明会や講習会などの際には担当役員、事務局や生命
保険会社職員が協力し、会員の先生方に共済制度をご案内し
ています。ぜひお耳を傾けていただければ幸いです

保
険
会
社
任
せ
に
せ
ず
、
団

体
の
主
体
性
・
自
主
性
を
も
っ

て
、
共
済
制
度
を
取
り
扱
っ
て

い
る
こ
と
が
大
き
な
特
徴
で

す
。
こ
の
こ
と
に
よ
り
、
保
険

医
に
ふ
さ
わ
し
い
保
障
額
と
割

安
な
掛
け
金
、
お
よ
び
利
用
し

や
す
い
制
度
内
容
を
実
現
し
て

き
ま
し
た
。

特
に
、
休
業
保
障
は
自
主
共

済
と
し
て
発
足
し
、
保
険
業
法

の
改
定
後
も
、
保
険
制
度
に
関

す
る
法
令
に
準
拠
し
た
「
一
般

社
団
法
人
全
国
保
険
医
休
業

保
障
共
済
会
」（
以
下
、
共
済

会
）
を
設
立
し
、
運
営
を
行
っ

て
き
ま
し
た
。

共
済
部
で
は
、
保
団
連
や
共

◆
協
会
・
保
団
連
が
進
め
る
共
済
活
動

済
会
と
連
携
し
、
制
度
の
管
理

を
行
う
と
と
も
に
、
健
全
な
運

営
お
よ
び
会
員
加
入
者
の
要
望

に
沿
っ
た
改
善
を
進
め
て
い
ま

す
。
各
制
度
の
募
集
に
当
た
っ

て
は
、
委
託
生
命
保
険
会
社
へ

協
力
を
依
頼
す
る
と
と
も

に
、
診
療
報
酬
改
定
直
後
に
開

催
す
る
新
点
数
説
明
会
、
お
よ

び
各
種
研
究
会
・
講
習
会
な
ど

で
共
済
部
役
員
自
ら
が
先
頭
に

立
ち
、
募
集
活
動
を
行
う
な
ど

し
て
い
ま
す
。

そ
の
ほ
か
、「
共
済
研
究
会
」

と
し
て
、
ス
ペ
シ
ャ
ル
ゲ
ス
ト

を
お
招
き
し
て
、
健
康
や
保
険

商
品
に
関
す
る
内
容
を
メ
イ
ン

に
開
催
し
て
き
ま
し
た
。

◆
会
員
同
士
の
〝
助
け
合
い
〟

共
済
部
で
は
、
毎
日
の
当
た

り
前
を
支
え
る
ご
提
案
を
し
て

い
ま
す
。
保
険
医
の
生
活
を
守

る
た
め
に
で
き
た
の
が
、
三
大

共
済
制
度
で
す
。
こ
れ
ら
の
特

会員同士の助け合いで

備え、 支える共済制度を守る

共
済
部
で
は
、
開
業
医
の
経

営
と
保
険
医
の
生
活
を
守
る
重

要
な
活
動
と
し
て
、
主
に
３
種

類
の
「
共
済
制
度
」
を
取
り
扱

っ
て
い
ま
す
。

私
た
ち
歯
科
医
師
は
、
歯
科

医
院
に
お
け
る
経
営
者
で
あ
る

と
同
時
に
、
歯
科
医
療
の
中
心

的
な
担
い
手
で
も
あ
り
ま

す
。
そ
の
た
め
、
病
気
や
ケ
ガ

な
ど
で
診
療
に
従
事
で
き
な
く

な
っ
た
場
合
に
は
、
す
ぐ
に
収

入
が
断
た
れ
て
し
ま
い
、
医
業

の
継
続
の
み
な
ら
ず
生
活
に
も

支
障
が
生
じ
て
し
ま
い
ま

す
。
ま
た
、
歯
科
医
師
に
ふ
さ

わ
し
い
公
的
年
金
制
度
が
な
い

た
め
、
リ
タ
イ
ヤ
後
の
生
活
設

計
が
し
づ
ら
い
と
い
う
困
難
さ

が
あ
り
ま
す
。

そ
の
よ
う
な
状
況
に
対
し
、

全
国
組
織
で
あ
る
全
国
保
険
医

団
体
連
合
会
（
以
下
、
保
団

連
）
が
１
９
６
８
年
に
保
険
医

年
金
を
、
70
年
に
保
険
医
休
業

保
障
共
済
制
度
（
後
に
、
保
険

医
休
業
保
障
共
済
保
険
に
改
変

／
以
下
、
休
業
保
障
）
を
設
立

し
ま
し
た
。
さ
ら
に
東
京
歯
科

保
険
医
協
会
で
は
82
年
に
独
自

の
グ
ル
ー
プ
生
命
保
険
を
立
ち

上
げ
て
以
降
、
こ
れ
ら
を
三
大

共
済
制
度
と
し
て
取
り
扱
っ
て

い
ま
す
。

徴
や
良
さ
を
こ
こ
で
全
て
ご
紹

介
す
る
に
は
、
と
て
も
紙
面
が

足
り
ま
せ
ん
。
各
先
生
の
生
活

事
情
、
家
庭
環
境
、
ク
リ
ニ
ッ

ク
の
経
営
体
系
な
ど
も
違
い
ま

す
。
少
し
で
も
気
に
な
っ
た
方

は
、
協
会
共
済
部
あ
て
に
連
絡

を
く
だ
さ
れ
ば
、
い
つ
で
も
先

生
方
に
寄
り
添
っ
た
ご
提
案
を

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

自
分
ひ
と
り
で
は
守
り
切
れ

な
い
人
生
の
リ
ス
ク
を
、「
会

員
同
士
の
助
け
合
い
で
備

え
、
支
え
る
」。
そ
し
て
、
そ

れ
を
繋
ぐ
の
が
、
東
京
歯
科
保

険
医
協
会
共
済
部
の
大
切
な
役

目
で
す
。

共済制度の
お申し込みはコチラ

区分 19年度
24年度

男性 女性

１日１回は丁寧な歯磨きや義歯の洗浄をしている 52.8% 56.6% 54.4% 58.9%

デンタルフロスや歯間ブラシを週１回以上使っている 38.4% 50.2% 41.5% 59.6%

歯科医院で定期的に健診や予防処置を受けている 32.5% 44.1% 38.7% 49.9%

歯科医院で歯石除去や歯のクリーニングを受けている 33.1% 42.1% 35.0% 49.8%

フッ素入りの歯磨き剤を使っている 34.7% 38.8% 34.5% 43.5%

歯科医院で歯磨き指導を受けている 13.2% 15.8% 12.4% 19.5%

歯周病予防のためにも禁煙している 11.7% 14.0% 14.2% 13.8%

歯や歯肉を週に１回以上観察し、異常がないか確認している 9.6% 12.2% 9.0% 15.6%

ま
す
。
過
去
数
回
解
説
し
て
き

た
Ｇ
ｏ
ｏ
ｇ
ｌ
ｅ
ビ
ジ
ネ
ス
プ

ロ
フ
ィ
ー
ル
や
Ｙ
ａ
ｈ
ｏ
ｏ
！

プ
レ
イ
ス
、
Ｍ
ｉ
ｃ
ｒ
ｏ
ｓ
ｏ

ｆ
ｔ
社
の
Ｂ
ｉ
ｎ
ｇ   

Ｐ
ｌ

ａ
ｃ
ｅ
ｓ  

ｆ
ｏ
ｒ  

Ｂ
ｕ
ｓ

ｉ
ｎ
ｅ
ｓ
ｓ
な
ど
は
、
特
定
の

業
界
に
限
定
せ
ず
、
総
て
を
統

一
し
た
レ
イ
ア
ウ
ト
で
閲
覧
で

き
る
よ
う
に
し
よ
う
と
い

う
、
壮
大
な
展
望
を
持
っ
て
い

る
と
言
え
る
の
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
。

今
後
は
、
歯
科
医
院
の
情
報

発
信
も
同
様
に
変
化
し
て
い
く

の
で
し
ょ
う
か
。
次
回
は
そ
の

点
に
つ
い
て
説
明
し
ま
す
。

           

「
都
民
の
健
康
と
医
療
に
関
す
る
実
態
と
意
識
」で
報
告

「
歯
科
」
受
診
は
医
科
よ
り
多
い

東
京
都
福
祉
局
は
2
０
２
４

年
度
「
都
民
の
健
康
と
医
療
に

関
す
る
実
態
と
意
識
」
の
報
告

書
を
10
月
に
公
表
し
た
。
そ
れ

に
よ
る
と
、
20
歳
以
上
の
世
帯

員
（
２
千
658
人
）
が
過
去
1
年

間
で
受
診
し
た
疾
病
は
、
多
い

順
に
、「
歯
の
病
気
（
虫
歯
を

含
む
）」（
34
・
２
％
）、「
高
血

圧
症
」（
21
・
７
％
）、「
目
の

病
気
」（
20
・
２
％
）
と
な

り
、
歯
科
受
診
が
最
も
多
い
こ

と
が
分
か
っ
た
。

▼
定
期
健
診
や
デ
ン
タ
ル

　

フ
ロ
ス
の
使
用
率
が
上
昇

調
査
で
は
、
歯
や
歯
肉
の
健

康
を
保
つ
た
め
に
行
っ
て
い
る

こ
と
も
調
査
さ
れ
、
回
答
の
多

い
順
に
、「
1
日
1
回
は
丁
寧

な
歯
磨
き
や
義
歯
の
洗
浄
」

（
56
・
６
％
）、「
デ
ン
タ
ル
フ

ロ
ス
や
歯
間
ブ
ラ
シ
を
週
1
回

以
上
使
っ
て
い
る
」（
50
・
２

％
）
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、

女
性
の
方
が
回
答
者
の
割
合
が

多
か
っ
た
。

前
回
調
査
（
19
年
度
）
と
比

べ
る
と
、「
デ
ン
タ
ル
フ
ロ
ス

や
歯
間
ブ
ラ
シ
を
週
1
回
以
上

使
っ
て
い
る
」「
歯
科
医
院
で

定
期
的
に
健
診
や
予
防
処
置
を

受
け
て
い
る
」
が
10
％
以
上
増

え
て
お
り
、
口
腔
清
掃
や
定
期

健
診
へ
の
意
識
の
高
ま
り
が
う

か
が
え
る
。

▼
都
民
も
適
切
な
診
療
を

　

願
っ
て
い
る

調
査
の
自
由
意
見
欄
で
は
、

「
収
入
が
少
な
く
て
も
十
分
な

医
療
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
な
体

制
を
構
築
し
て
ほ
し
い
」「
後

期
高
齢
者
の
保
険
料
が
高
す
ぎ

る
」
な
ど
、
適
切
な
医
療
を
受

け
ら
れ
る
仕
組
み
の
充
実
を
求

め
る
声
が
散
見
さ
れ
る
。

一
方
、
協
会
が
会
員
に
行
っ

た
署
名
で
は
物
価
や
人
件
費
の

高
騰
で
経
営
は
苦
し
く
な
っ
て

お
り
、
医
療
提
供
へ
の
悪
影
響

を
懸
念
す
る
声
が
散
見
さ
れ

る
。
医
療
提
供
体
制
の
充
実
を

め
る
進
め
る
た
め
に
は
、
診
療

報
酬
の
大
幅
引
き
上
げ
は
急
務

で
あ
る
。

都内都内
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◆
第
10
回
理
事
会
◆

10
月
９
日
㈭
、
午
後
７

時
00
分
〜
９
時
48
分
。
会

長
、
副
会
長
５
名
、
理
事
16

名
、
監
事
１
名
、
事
務
局
13

名
の
出
席
。

【
情
勢
報
告
】
11
月
26
日

㈬
11
時
30
分
か
ら
の
オ
ン
資

訴
訟
控
訴
審
第
１
回
口
頭
弁

論
の
開
催
案
内
、
自
維
連
立

政
権
合
意
書
、
Ｏ
Ｔ
Ｃ
類
似

薬
の
保
険
適
用
見
直
し
の
議

論
な
ど
に
つ
い
て
の
報
告
を

確
認
。「
70
歳
以
上
の
医
療

費
３
割
負
担
」
に
つ
い
て
議

論
。「
国
は
３
割
負
担
に
し

て
現
役
世
代
の
負
担
を
軽
減

す
る
と
し
て
い
る
が
、
ど
の

程
度
の
効
果
が
あ
る
の
か
確

か
な
根
拠
は
示
さ
れ
て
い
な

い
。
現
役
世
代
の
負
担
は
、

逆
に
増
え
る
の
で
は
な
い

か
」「
現
役
世
代
一
人
当
た

り
の
社
会
保
険
料
を
年
６
万

円
引
き
下
げ
る
と
し
て
い
る

が
、
確
約
さ
れ
て
い
な
い
。

実
際
の
と
こ
ろ
現
役
世
代
の

負
担
は
数
百
円
し
か
影
響
が

な
い
だ
ろ
う
」「
こ
れ
以
上

窓
口
負
担
が
増
え
れ
ば
、
患

者
は
歯
科
を
受
診
し
な
く
な

る
」
な
ど
の
意
見
が
出
さ
れ

た
。

【
診
療
報
酬
改
定
対
策
】

①
医
療
機
関
を
取
り
巻
く
状

況
に
つ
い
て
（
中
医
協
総
会

／
10
月
29
日
）、
②
高
額
療

養
費
制
度
に
つ
い
て
（
社
保

審
医
療
保
険
部
会
／
11
月
６

日
）、
③
期
中
改
定
に
つ
い

て
（
中
医
協
総
会
／
11
月
12

日
）
―
な
ど
の
報
告
を
確

認
。
医
療
機
関
を
取
り
巻
く

状
況
の
デ
ー
タ
に
対
し
て

は
、「
全
体
と
し
て
は
黒
字

だ
が
、
赤
字
の
と
こ
ろ
も
多

く
、
収
入
が
減
少
し
て
い
る

医
療
機
関
も
あ
る
。
こ
う
し

た
マ
イ
ナ
ス
の
実
態
を
メ
デ

ィ
ア
に
伝
え
て
い
く
必
要
が

あ
る
」「
歯
科
に
十
分
な
お

金
が
配
分
さ
れ
る
状
況
で
は

な
い
。
デ
ー
タ
に
は
表
れ
な

い
が
格
差
は
拡
が
っ
て
お

り
、
会
員
の
た
め
に
も
引
き

続
き
活
動
し
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
」
な
ど
の
意
見

が
出
さ
れ
た
。

【
各
部
活
動
報
告
と
提
案
事

項
】　
①
マ
イ
ナ
保
険
証
利

用
に
関
わ
る
実
態
調
査
の
実

施
に
つ
い
て
、
②
イ
イ
歯
デ

ー
＆
歯
の
供
養
祭
（
11
月
９

日
）
―
な
ど
に
つ
い
て
確

認
。

【
中
間
監
査
】　
①
一
般
会

計
お
よ
び
共
済
会
計
の
中
間

決
算
報
告
、
②
監
査
報
告
、

③
会
務
執
行
の
監
査
、
④
中

間
監
査
を
終
え
て
―
の
４
項

目
に
つ
い
て
確
認
。

【
保
団
連
会
議
関
連
】　
①

第
22
回
保
団
連
理
事
会
（
10

月
12
日
）
の
報
告
、
②
第
23

回
保
団
連
理
事
会
（
11
月
９

日
）
の
報
告
、
③
「
地
域
か

ら
医
療
を
な
く
す
な
！
緊
急

決
起
集
会
」（
10
月
12
日
）

の
報
告
な
ど
を
確
認
。

【
機
関
紙
の
企
画
】
12
月

１
日
号
、
１
月
１
日
号
の
企

画
案
を
確
認
。

【
組
織
の
現
勢
】
11
月
１

日
付
け
会
員
数
６
千
41
名

（
入
会
26
名
、退
会
８
名
）。

2025年度
第１０回
理事会

協
会
活
動
日
誌

２
０
２
５
年
11
月

  4  火  第 7 回広報・ホームページ部会
  5  水  会員地区懇談会（城南)
  7  金  第 8 回総務会議
  9  日  イイ歯デー街頭宣伝
11  火  内部監査、第 6回共済部会
12  水  外部監査、第 7回財政部会
13  木  第10回理事会
14  金  第 4 回メディア懇談会
17  月  第 6 回地域医療部会
18  火  第 5 回社保･学術部会

19  水  国会行動、休保審査会（医科）
20  木  会員無料相談デー、「診療報酬の
　　　 大幅引き上げしかない！国会前集会」
23  日  第40回保団連医療研究フォーラム
　　　　　　　　　　　　　（～ 24日）
26  水  第６回組織部会、第６回｢保険でよ
　　　 い歯を」東京連絡会世話人会
27  木  地域医療研究会
29  土  休保審査会（全国）

わ
れ
た
。
内
科
医
で
も
あ
る
来く
る

馬ま
明あ

き
規の

り
住
職
は
、
仏
教
と
歯
磨

き
の
関
わ
り
に
つ
い
て
説
く
と

と
も
に
、「
歯
ブ
ラ
シ
１
本
で

は
、
う
ま
く
い
か
な
い
。
タ
ク

ト
ブ
ラ
シ
、
歯
間
ブ
ラ
シ
、
デ

ン
タ
ル
フ
ロ
ス
な
ど
を
使
う
と

よ
ろ
し
い
」
と
口
腔
内
の
健
康

を
維
持
す
る
重
要
性
を
語

り
、
自
身
も
毎
朝
10
分
以
上
か

け
て
歯
を
磨
い
て
い
る
と
明
か

し
た
。

会
場
に
は
、
口
腔
内
の
悩
み

を
歯
科
医
師
に
相
談
す
る
「
な

ん
で
も
歯
科
相
談
」
の
ブ
ー
ス

が
設
け
ら
れ
た
。「
抜
歯
後
に

痛
み
が
続
く
」「
マ
ウ
ス
ピ
ー

ス
が
使
い
づ
ら
い
」
な
ど
、
そ

れ
ぞ
れ
悩
み
を
打
ち
明
け
た
60

代
の
夫
婦
は
、「
相
談
し
て
良

か
っ
た
」
と
安
堵
の
表
情
を
浮

か
べ
た
。
ま
た
、
生
後
７
カ
月

の
子
を
抱
き
か
か
え
た
父
親

は
、「
子
ど
も
の
歯
が
黄
色
く

て
気
に
な
っ
て
い
る
」
と
ブ
ー

ス
を
利
用
。
相
談
後
に
は
、

「『
様
子
見
で
大
丈
夫
』
と
教

え
て
も
ら
い
安
心
し
た
」
と
話

し
、「
ネ
ッ
ト
上
の
情
報
だ
け

で
は
分
か
ら
な
い
こ
と
も
多

い
」
と
、
歯
科
医
師
に
直
接
相

談
で
き
た
こ
と
を
喜
ん
だ
。

ま
た
、
歯
科
医
師
ら
に
よ
る

健
口
講
座
も
開
講
。
口
腔
環
境

を
守
る
重
要
性
を
説
明
し
、

「
あ
い
う
べ
体
操
」
を
参
加
者

に
レ
ク
チ
ャ
ー
し
た
。
埼
玉
県

か
ら
訪
れ
た
と
い
う
女
性

は
、「
唾
液
の
重
要
性
が
分
か

っ
た
。
あ
い
う
べ
体
操
を
運
動

中
や
入
浴
時
に
実
践
し
て
み
よ

う
と
思
う
」
と
話
し
た
。

ほ
か
、
通
行
人
へ
の
街
頭
宣

伝
が
行
わ
れ
、
Ｏ
Ｔ
Ｃ
類
似
薬

や
歯
科
技
工
の
問
題
を
紹
介
す

る
ブ
ー
ス
に
も
多
く
の
人
々
が

足
を
止
め
、
医
療
従
事
者
の
話

に
耳
を
傾
け
た
。
ブ
ー
ス
を
担

当
し
た
歯
科
技
工
士
は
、「
自

費
診
療
だ
け
が
良
い
治
療
と
い

う
誤
解
が
あ
る
。
保
険
診
療
で

も
良
い
治
療
が
で
き
る
こ
と
を

発
信
で
き
る
場
に
な
っ
た
」
と

振
り
返
っ
た
。

「
イ
イ
歯
デ
ー
」
は
、
11
月

８
日
の
〝
良
い
歯
の
日
〞
に
ち

な
み
、
例
年
11
月
上
旬
に
都
内

各
所
で
開
催
し
て
き
た
。
髙
岩

寺
で
行
わ
れ
た
の
は
今
回
が
初

め
て
。

イ
イ
歯
デ
ー
で〝
歯
の
供
養
祭
〞

「
保
険
で
よ
い
歯
を
」
東
京

連
絡
会
は
11
月
９
日
、
巣
鴨
・

と
げ
ぬ
き
地
蔵
尊
髙
岩
寺
で

「
イ
イ
歯
デ
―
」
を
開
催
。
歯

科
医
師
に
よ
る
「
な
ん
で
も
歯

科
相
談
」
や
、
髙
岩
寺
で
の

「
歯
の
供
養
祭
」
な
ど
に
多
く

の
市
民
が
足
を
運
ん
だ
。
同
連

絡
会
の
矢
野
正
明
、
森
元
主
税

両
世
話
人
（
と
も
に
協
会
理

事
）
の
ほ
か
、
協
会
か
ら
早
坂

美
都
会
長
、
橋
本
健
一
理
事
、

半
田
紀
穂
子
理
事
が
参
加
し

た
。髙

岩
寺
本
堂
に
は
、
歯
科
医

師
や
歯
科
衛
生
士
、
歯
科
技
工

士
ら
関
係
者
と
一
般
の
参
加
者

が
集
ま
り
、
当
日
ま
で
に
集
ま

っ
た
義
歯
や
抜
去
歯
な
ど
を
供

養
す
る
「
歯
の
供
養
祭
」
が
行

秋
の
募
集
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
期
間
で
、
月
払
に
ご
加
入
い
た
だ

い
た
先
生
は
、
12
月
25
日
㈭
よ
り
指
定
口
座
か
ら
掛
金
を
振
替
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
ま
た
、
月
払
を
増
口
い
た
だ
い
た
先
生

も
、
12
月
25
日
㈭
の
振
替
よ
り
増
口
分
を
加
算
し
た
額
と
な
り
ま

す
。

　
一
時
払
を
お
申
込
み
い
た
だ
い
た
先
生
に
は
、
11
月
28
日
㈮
に

振
込
案
内
を
送
付
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
つ
き
ま
し
て
は
、

12
月
15
日
㈪
ま
で
に
お
振
り
込
み
く
だ
さ
い
。
お
振
り
込
み
い
た

だ
け
な
い
場
合
は
、
加
入
不
成
立
と
な
り
ま
す
。

Ⅱ

グ
ル
ー
プ
生
命
保
険

  

自
動
継
続
の
お
知
ら
せ

12
月
1
日
㈪
に
、
現
在
ご
加
入
中
の
先
生
方
の
う
ち
、
事
前
に

お
申
し
出
の
な
か
っ
た
方
に
つ
き
ま
し
て
は
、
自
動
的
に
契
約
を

更
新
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
掛
金
ラ
ン
ク
や
保
険
金
額
に
変

更
が
あ
る
場
合
は
、
９
月
末
頃
に
通
知
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り

ま
す
。
保
険
金
額
の
増
額
や
、
新
規
加
入
を
ご
検
討
で
し
た
ら
共

済
部
（
☎
03
―
３
２
０
５
―
２
９
９
９
）
へ
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

Ⅲ

生
命
保
険
料
控
除
証
明
書

  

の
送
付
に
つ
い
て

  

「
保
険
医
年
金
」
に
つ
い
て
は
、
10
月
末
に
送
付
し
ま
し
た
積

立
金
通
知
書
に
添
付
さ
れ
て
い
ま
す
。

  

「
グ
ル
ー
プ
生
命
保
険
」
に
つ
い
て
は
、
送
付
希
望
の
お
申
し

出
を
い
た
だ
き
ま
し
た
先
生
に
、
11
月
末
頃
に
送
付
い
た
し
ま
し

た
。
な
お
、
一
度
お
申
し
出
の
あ
り
ま
し
た
先
生
は
、
翌
年
以
降

も
自
動
的
に
送
付
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

  

「
保
険
医
休
業
保
障
共
済
保
険
」
は
税
法
上
、
生
命
保
険
契
約

で
は
な
い
た
め
、
生
命
保
険
料
控
除
は
適
用
さ
れ
ま
せ
ん
。

  

「
第
２
休
業
保
障
制
度
」
は
株
式
会
社
ア
サ
カ
ワ
保
険
事
務
所

か
ら
10
月
末
頃
に
送
付
い
た
し
ま
し
た
。

Ⅰ

保
険
医
年
金
月
払
初
回
振
替
日
と

一
時
払
締
切
の
ご
案
内

と
げ
ぬ
き
地
蔵
尊
髙
岩
寺
で
ア
ピ
ー
ル

「
保
険
で
よ
い
歯
を
」
東
京
連
絡
会



み
な
さ
ん
に
は
、
人
生
の
う

ち
に
、
ど
う
し
て
も
や
り
た
い

こ
と
が
あ
り
ま
す
か
？

私
は
、
ス
キ
ー
で
す
。
も
う

少
し
正
確
に
言
う
と
、
ス
キ
ー

が
で
き
る
町
で
暮
ら
し
た
い
の

で
す
。

東
京
都
千
代
田
区
出
身
、
そ

し
て
開
業
先
は
江
東
区
門
前
仲

町
。
幼
少
期
は
こ
の
町
で
過
ご

し
て
い
た
の
で
〝
江
戸
っ
子
〞

で
す
。
仕
事
も
学
校
も
医
療
も

交
通
も
、
す
べ
て
が
整
っ
て
い

て
何
も
不
自
由
は
あ
り
ま
せ

ん
。
で
も
、
こ
こ
で
は
ス
キ
ー

が
で
き
な
い
の
で
す
（
笑
）。

◆
私
の
ス
キ
ー
人
生

私
の
ス
キ
ー
人
生
は
、
も
の

心
つ
い
た
時
に
は
始
ま
っ
て
い

ま
し
た
。
お
正
月
休
み
は
家
族

で
毎
年
ス
キ
ー
場
で
過
ご
し
て

い
て
、
昭
和
天
皇
崩
御
の
年
だ

け
は
、
雪
不
足
で
自
宅
で
年
を

越
し
た
こ
と
を
覚
え
て
い
ま

す
。
大
学
に
入
学
後
は
、
体
育

会
ス
キ
ー
部
に
所
属
し
、
ア
ル

ペ
ン
ス
キ
ー
に
転
向
し
ま
し

た
。
な
ん
と
言
い
ま
し
ょ
う
か

と
に
か
く
ず
っ
と
一
途
に
、
冬

は
ス
キ
ー
の
こ
と
だ
け
を
考
え

て
生
き
て
き
た
の
で
す
。
い

え
、
シ
ー
ズ
ン
が
終
わ
っ
て
も

次
の
シ
ー
ズ
ン
の
こ
と
を
考
え

た
り
し
て
、
ず
っ
と
で
す
。
２

シ
ー
ズ
ン
前
、
50
歳
で
デ
ン
タ

ル
（
全
日
本
歯
科
学
生
総
合
体

育
大
会
）
で
怪
我
な
く
滑
る
た

め
に
、
オ
フ
に
筋
ト
レ
し
、
ア

ル
ペ
ン
ス
キ
ー
の
ス
ク
ー
ル
で

３
カ
月
間
練
習
し
て
、
無
事
に

目
標
を
達
成
し
ま
し
た
。
そ
し

て
今
度
の
シ
ー
ズ
ン
も
同
じ
よ

う
に
過
ご
す
べ
く
、
オ
フ
ト
レ

に
励
ん
で
い
ま
す
。

◆
歯
科
の
現
実
を
…

さ
て
、
歯
科
の
こ
と
に
触
れ

な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
ね
。
私

の
ス
キ
ー
の
ホ
ー
ム
タ
ウ
ン
で

あ
る
越
後
湯
沢
に
は
、
個
人
開

業
の
歯
科
医
院
が
２
施
設
と
地

域
の
医
療
セ
ン
タ
ー
内
に
歯
科

口
腔
外
科
が
あ
り
ま
す
。
こ
の

３
年
の
う
ち
に
２
施
設
が
閉
院

し
て
、
今
あ
る
う
ち
の
１
施
設

も
近
い
う
ち
に
お
そ
ら
く
…
。

歯
科
の
現
実
を
垣
間
見
る
よ
う

な
気
が
し
ま
し
た
。

人
口
は
８
千
人
、
観
光
業
で

生
き
て
い
る
町
で
す
が
、
年
々

過
疎
化
が
進

ん
で
い
ま

す
。
バ
ブ
ル

期
は
東
京
都

湯
沢
町
と
言

わ
れ
て
い
た

の
に
、残
念
。

湯
沢
に
友

だ
ち
が
増
え

る
た
び
に
言

わ
れ
ま
す
。「
湯
沢
で
歯
科
医

院
を
開
業
し
て
ほ
し
い
」
っ

て
。
山
国
な
ら
で
は
の
環
境
、

そ
し
て
過
疎
の
町
…
。
私
の
よ

う
な
新
参
者
が
い
き
な
り
開
業

で
き
る
訳
は
な
い
の
で
す
。
あ

と
５
年
、
私
に
は
３
人
の
子
ど

も
が
い
ま
す
の
で
、
高
校
卒
業

ま
で
の
あ
と
５
年
は
、
今
の
生

活
拠
点
を
移
す
こ
と
は
で
き
な

い
の
で
す
。
２
拠
点
生
活
に
し

て
バ
イ
ト
で
、
と
も
考
え
ま
し

た
が
、
受
け
入
れ
て
は
も
ら
え

ま
せ
ん
で
し
た
。

ど
う
し
た
ら
良
い
の
か
、
最

近
は
そ
の
こ
と
ば
か
り
考
え
て

い
ま
す
。

ど
な
た
か
レ
ン
タ
ル
歯
科
医

院
、
作
っ
て
い
た
だ
け
ま
せ
ん

か
。
も
ち
ろ
ん
、
全
開
で
お
手

伝
い
し
ま
す
！

ご
検
討
い
た
だ
け
た
ら
と
思

い
ま
す
。

阿部  菜穂
（理事／江東区）

どうしてもやりたいこと

（８）第６６９号東 京 歯 科 保 険 医 新 聞 （毎月１回１日発行）２０２５年（令和７年）１２月１日 （第三種郵便物認可）

ホームページアドレス e-mailhttps:／／www.tokyo-sk.com／ info@tokyo-sk.com

特別企画「今年の漢字 特別企画「今年の漢字 ２０２５２０２５」応募結果発表」応募結果発表

高 騰
熊

　たくさんのご応募をいただきま
した「今年の漢字２０２５」ですが、
今年は『高』が他を引き離して１位。
『騰』と『熊』の２字が同率２位とな
りました。
　『高』を挙げた理由は、「診療所の

人件費高騰、物価高騰、理事長の高負担。高市早苗首相の経済対策への
高期待感」「物価高騰、高市早苗」「物価や賃金が高いため」などがあり、
〝高騰〟の『高』に続き、『騰』までもが上位に付けました。
　また、『熊』は、今年秋から北日本を中心に田畑や市街地にまで出没し、
多大な人的被害も発生。緊急銃猟に踏み切るに至った事態に、「自然との
共存を考えさせられた」などの理由が挙げられました。

  

第
４
回
メ
デ
ィ
ア
懇
談
会
を
開
催

健
康
保
険
証
廃
止
と
医
療
Ｄ
Ｘ
な
ど
テ
ー
マ

健
康
保
険
証
廃
止
と
医
療
Ｄ
Ｘ
な
ど
テ
ー
マ

協
会
は
11
月
14
日
、
第
４
回

メ
デ
ィ
ア
懇
談
会
を
開
催

し
、
健
康
保
険
証
の
廃
止
に
伴

う
現
場
の
課
題
に
つ
い
て
意
見

交
換
を
行
っ
た
。

◆
部
分
的
な
Ｄ
Ｘ
は

　
か
え
っ
て
混
乱
を
招
く

説
明
に
当
た
っ
た
山
本
鐵
雄

副
会
長
は
、
厚
生
労
働
省
が
社

保
の
健
康
保
険
証
に
つ
い

て
、
有
効
期
限
が
終
了
し
た
後

も
２
０
２
６
年
３
月
末
ま
で
使

用
で
き
る
暫
定
措
置
を
示
し
た

こ
と
を
説
明
。
マ
イ
ナ
保
険
証

の
利
用
率
は
依
然
と
し
て
約
37

％
に
と
ど
ま
り
、
健
康
保
険
証

廃
止
に
よ
る
医
療
機
関
の
負
担

増
加
は
避
け
ら
れ
な
い
と
の
見

方
を
示
し
た
。
質
疑
で
は
、
医

療
Ｄ
Ｘ
の
必
要
性
に
つ
い
て
も

議
論
が
及
び
、
山
本
副
会
長
は

「
高
齢
患
者
は
お
薬
手
帳
で
十

分
。
部
分
的
な
Ｄ
Ｘ
は
か
え
っ

て
混
乱
を
招
く
」
と
の
考
え
を

明
か
し
た
。

ま
た
、
政
府
内
で
検
討
が
進

む
Ｏ
Ｔ
Ｃ
類
似
薬
の
保
険
適
用

除
外
の
問
題
も
議
題
に
。
メ
デ

ィ
ア
側
か
ら
「
患
者
が
医
師
・

歯
科
医
師
の
処
方
で
は
な
く
自

己
判
断
で
薬
を
選
ぶ
事
態
が
生

じ
、
服
薬
管
理
が
困
難
に
な

る
」
な
ど
の
懸
念
が
表
明
さ
れ

た
。
山
本
副
会
長
は
、「
患
者

の
不
利
益
に
な
る
こ
と
を
強
い

る
よ
う
な
問
題
に
対
し
て
、
協

会
は
反
対
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
」
と
強
調
し
た
。
さ
ら
に
、

こ
う
し
た
議
論
が
官
僚
主
導
で

進
め
ら
れ
、
医
療
現
場
と
患
者

サ
イ
ド
の
声
が
置
き
去
り
に
さ

れ
て
い
る
と
し
、
そ
の
是
正
を

求
め
た
。

こ
の
日
は
、
メ
デ
ィ
ア
３
社

３
名
が
参
加
。
司
会
は
広
報
・

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
部
の
小
林
顕
部

長
が
務
め
、
物
価
高
騰
や
２
０

２
６
年
度
診
療
報
酬
改
定
に
向

け
た
緊
急
決
起
集
会
な
ど
も
議

題
に
懇
談
し
た
。

メディア（左）の質問に答える山本鐵雄副会長（右）

２０２５２０２５年年１２１２月月２２日からの資格確認日からの資格確認
資格確認方法 ２０２５年 ２０２６年

１２１２月月２２日～日～ ～～３３月末月末 ４４月～月～

　従来の健康保険証のすべての有効期限が切れる　従来の健康保険証のすべての有効期限が切れる２０２５２０２５年年

１２１２月月２２日以降の対応について、厚生労働省は日以降の対応について、厚生労働省は1111月月1212日に日に

新たな通知を発表しました。ここでは通知などの情報をもと新たな通知を発表しました。ここでは通知などの情報をもと

に、に、1212月月２２日以降の資格確認の対応についてまとめました。日以降の資格確認の対応についてまとめました。

歯科医院の窓口対応で参考にしてください。歯科医院の窓口対応で参考にしてください。

有効期限切れ有効期限切れ
資格確認書やマイナ保険証などが資格確認書やマイナ保険証などが

ない場合に単独でオンライン資格確認可ない場合に単独でオンライン資格確認可
（（２０２６２０２６年年３３月末まで）月末まで）健康保険証健康保険証

有効期限なし（有効期限なし（５５年に一度電子証明書の更新が必要）年に一度電子証明書の更新が必要）
マイナ保険証マイナ保険証

有効期限有効期限５５年以内（各保険者が設定）年以内（各保険者が設定）
資格確認書資格確認書

健康保険証健康保険証 マイナンバーカードに導入したマイナ保険証マイナンバーカードに導入したマイナ保険証
12月12月２２日からの資格確認方法日からの資格確認方法

顔認証顔認証
マイナンバーカードマイナンバーカード
（暗証番号認証・不可）（暗証番号認証・不可）

顔認証顔認証

Q.「有効期限切れの健康保険証」や「資格情報のお
知らせ」による資格確認の特例はいつまで適用か。

Q. 患者がマイナ保険証のみ持参して来院したが、顔
認証付きカードリーダーで読み取りができず、資格確
認ができない場合はどうしたらよいか 。

Q. 患者がスマートフォンのマイナ保険証のみを持参
してきたが、当院はスマートフォンのマイナ保険証は
対応していない。どのように資格確認を行えばよいか。

顔写真のない顔写真のない
マイナンバーカードマイナンバーカード
（顔認証・目視確認モード不可）（顔認証・目視確認モード不可）

通常の通常の
マイナンバーカードマイナンバーカード

A. マイナ保険証の読み取りができない場合は、マイナ保険
証原本の確認と併せて、紙またはスマートフォンなどで「資
格情報のお知らせ」を確認し、オンライン資格確認を行い
ます。「資格情報のお知らせ」が確認できない場
合は「被保険者資格申立書」の記入をしていただ
きます。詳細は協会ウェブサイトから「これから
の窓口対応 きほんのマニュアル」をご確認くだ
さい。

A. スマートフォンのマイナ保険証の読み取りに対応してい
ない場合は、患者さんにスマートフォンでマイナポータル
にログインしてもらい、「資格情報のお知らせ」を提示し
てもらうことで資格確認を行って良いとされています 。

A. 資格確認書やマイナ保険証を持っていない患者の「有効
期限切れの健康保険証」や「資格情報のお知らせ」が、単
独で資格確認をすることを認められているのは、２０２６
年３月末までです。

資格情報のお知らせ
氏名　　　＿＿＿＿＿＿
生年月日　＿＿＿＿＿＿
資格取得年月日　＿＿＿＿＿＿
保険者番号　＿＿＿＿＿＿
保険者名称　＿＿＿＿＿＿

資格情報の資格情報の
お知らせお知らせ

（2026年3月末まで単（2026年3月末まで単
独でも資格確認可）独でも資格確認可）

マイナ保険証マイナ保険証 マイナ保険証マイナ保険証

＋＋
マイナ保険証マイナ保険証

＋＋ ＋＋

 

 

別紙様式

被保険者資格申立書

有効な保険証の交付を受けており、医療保険等の被保険者資格について、下記の
通り申し立てます。
※ 以下の各項目に可能な範囲で記入いただき、□には、あてはまる場合に「✓」を記入してください。なお、本申立

書に記入いただいた情報は、医療機関等の診療報酬請求等に必要な範囲でのみ使用し、診療報酬請求等の請求・支払

等に係る必要な事務を終えた段階で、速やかに廃棄します。

１ 保険証等に関する事項

保険証の有無 □有効な保険証の交付を受けている

保険種別 □社保 □国保 □後期 □その他 □わからない

保険者等名称

事業所名※１

保険証の交付

を受けた時期

□１か月以内 □それより前 □わからない

わかる範囲でご記入ください。

一部負担金の

割合※２ □３割 □２割 □１割 □わからない

※１ 保険種別で社保（保険者が健康保険組合、共済組合、全国健康保険協会の場合）、国保（保険者が国民健康保険

組合の場合のみ）、その他（自衛官・公費単独医療の場合）、わからないの□に「✓」を記入された場合は、事業所名

（お勤め先の会社名等）の記入をお願いします。

※２ 歳以上の方、または後期高齢者医療の被保険者の方は、一部負担金の割合についてもご記入ください。なお、

ご記入いただいた一部負担金の割合が実際と異なっていた場合、後日、保険者から差額を請求等させていただく

場合があります。

２ マイナンバーカードの券面事項等

氏名

（フリガナ）

生年月日 □明治 □大正 □昭和 □平成 □令和 年 月 日

性別 □男 □女

住所

※３ マイナンバーカードの券面に記載された住所以外の居所がある場合はこちらにご記入ください。

※４ マイナンバーカードの券面に記載された氏名、生年月日、性別、住所をそのまま記入いただくとともに、氏名の

フリガナも併せてご記入ください。また、マイナンバーカードの券面に記載された住所以外の居所がある場合は、

住所欄に併せてご記入ください。

年 月 日

署名 （患者との関係※５： ）

連絡先電話番号
※５ 患者との関係 欄は、保護者の方等が署名された場合にご記入ください。

被保険者被保険者
資格申立書資格申立書

マイナポータルマイナポータル
の資格情報画面の資格情報画面
（PDFも含む）（PDFも含む）

マイナ保険証が使えない時マイナ保険証が使えない時（＊）（＊）の資格確認方法の資格確認方法
１ ２

資格確認書資格確認書
（カード型以外のハガキ型や（カード型以外のハガキ型や
A4型Web版の場合もあり）A4型Web版の場合もあり）

３

マイナ保険証
搭載のスマホ搭載のスマホ

４

※　オンライン資格確認システムが未導入の医療機関は、　　　　　　の方法で資格確認を行います。１ ２ ３ ４

マイナ保険証が読み取りできない場合に資格確認可マイナ保険証が読み取りできない場合に資格確認可

資格情報のお知らせ
氏名　　　＿＿＿＿＿＿
生年月日　＿＿＿＿＿＿
資格取得年月日　＿＿＿＿＿＿
保険者番号　＿＿＿＿＿＿
保険者名称　＿＿＿＿＿＿

資格情報の資格情報の
お知らせお知らせ

資格確認書やマイナ保険証などが資格確認書やマイナ保険証などが
ない場合に単独でオンライン資格確認可ない場合に単独でオンライン資格確認可

（（２０２６２０２６年年３３月末まで）月末まで）
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